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（B）　土壌汚染対策法の特定有害物質の用途・環境基準等の情報

表B.１　土壌汚染対策法の特定有害物質

分　類 No 特定有害物質（土壌汚染物質）の名称

第一種特定有害物質
（揮発性有機化合物）

1 クロロエチレン

2 四塩化炭素

3 1,2-ジクロロエタン

4 1,1-ジクロロエチレン

5 シス-1,2-ジクロロエチレン

6 1,3-ジクロロプロペン

7 ジクロロメタン

8 テトラクロロエチレン

9 1,1,1-トリクロロエタン

10 1,1,2-トリクロロエタン

11 トリクロロエチレン

12 ベンゼン

第二種特定有害物質
（重金属等）

13 カドミウム及びその化合物

14 六価クロム化合物

15 シアン化合物

16 水銀及びその化合物

17 セレン及びその化合物

18 鉛及びその化合物

19 砒素及びその化合物

20 ふっ素及びその化合物

21 ほう素及びその化合物

第三種特定有害物質
（農薬等）

22 シマジン

23 チオベンカルブ

24 チウラム

25 ポリ塩化ビフェニル（PCB）

26 有機りん化合物
注：�特定有害物質の第一種特定有害物質としてクロロエチレンが追加指定されたため、25物

質から26物質となります。この施行は平成29年４月１日からです。
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　以下に、これらの土壌汚染物質の有害性に関する情報や環境基準などを示します。リスク
コミュニケーション時の説明資料等を作成する際の参考にしてください。

参考資料：
【物質名・CAS番号・用途・環境中での動き・健康影響情報】

化学物質ファクトシート，2012年版，環境省
（http://www.env.go.jp/chemi/communication/factsheet.html）

【PRTR対象物質・比重・水溶解度】
PRTR法指定化学物質データ，環境省
（http://www.env.go.jp/chemi/prtr/db/db.php3）

【環境基準・土壌汚染対策法の基準・その他の基準】
各法令

【No. ２5 ポリ塩化ビフェニル】
【No. ２6 有機りん化合物（パラチオン、メチルパラチオン、メチルジメトン）】

土壌汚染に関するリスクコミュニケーションガイドライン～事業者が行うリスクコ
ミュニケーションのために（環境省水・大気環境局土壌環境課） を引用し
【PRTR対象物質・比重・水溶解度・環境基準・土壌汚染対策法の基準・その他の基準】
については上記データを引用。
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物質名 
No.1

クロロエチレン 
（別名　�塩化ビニル、塩化ビニルモノマー）

CAS
  番号※ 75-01-4

用　途

　クロロエチレンは、常温では無色透明の気体です。特徴的な臭いがあります。ほぼ全量
が、ポリ塩化ビニル（塩化ビニル樹脂）や塩化ビニル系共重合樹脂の原料として使われてい
ます。
　クロロエチレンは、ポリエチレン、ポリプロピレンについで３番目に生産量の多いプラス
チックで、一般に塩化ビニル、塩ビなどの名前で呼ばれています。ポリ塩化ビニルは、添加
する可塑剤の種類や量によって柔らかさを変えることができ、成形しやすいという特徴があ
ります。比較的安価で大量に製造できること、耐久性、難燃性、耐薬品性、透明性や電気絶
縁性などがすぐれていること、加工がしやすいことなどから、上･下水道配管や電線被覆など
のライフライン、雨どい、壁紙、床材や外装材などの建材、日用品、最先端のエレクトロニ
クス、農業用フィルム、医療器材など、幅広い分野で利用されています。
　塩化ビニル系共重合樹脂としては、例えば塩化ビニル-酢酸ビニル共重合体があり、これら
は床材などに利用されています。
　クロロエチレンは、常温で引火性が高い物質であり、また発がん性があるので、取り扱い
には注意が必要ですが、樹脂をつくる過程で反応せずに残ったごくわずかなクロロエチレン
は樹脂中から除去されるため、私たちが日常生活でこの物質に直接ふれることはないと考え
られます。

環境中での
動き

　大気中へ排出されたクロロエチレンは、主に化学反応によって分解され、１～４日程度で
半分の濃度になると計算されています。水中に入った場合は、大気中へ揮発することによっ
て失われ、約１～40時間で半分の濃度になると報告されています。

健康影響情報

毒性　動物細胞を使ったいくつかの変異原性試験で、染色体異常を示したと報告されています。また、労
働者を対象とした疫学調査や症例報告の多くで、クロロエチレンが肝臓の血管肉腫の発生を増加させた
と報告されています。国際がん研究機関（IARC）はクロロエチレンをグループ1（人に対して発がん性
がある）に分類しています。これらの発がん性に関する疫学調査の結果などに基づいて、有害大気汚染
物質の指針値が設定されています。
　　また、ラットにクロロエチレンを149～150週間、餌に混ぜて与えた実験では、肝細胞の変性や死亡
率の増加などが認められ、この実験結果から求められる口から取り込んだ場合のNOAEL（無毒性量）
は、体重1 kg当たり１日0.13 mgでした。このラットの実験等に基づいて、水道水質要検討項目の目標
値が設定されています。
　　公共用水域と地下水においても、この実験等に基づいて 要監視項目の指針値が設定されていました
が、2009年９月の中央環境審議会の答申において、トリクロロエチレンなどの分解で生じたクロロエチ
レンによる地下水汚染が懸念され、水質要監視項目の指針値を超える濃度が地下水から検出される事例
が多いため、地下水については環境基準項目とすることが適切であるとされました。水質環境基準は、
要監視項目の指針値と同じ値です。公共用水域については引き続き、要監視項目として検出状況が把握
されます。

体内への吸収と排出　人がクロロエチレンを体内に取り込む可能性があるのは、呼吸や飲み水によると考
えられます。体内に取り込まれた場合は、血液を通して全身に運ばれ、クロロエチレンオキシドなどの
代謝物に変化し、尿に含まれて排せつされます。クロロエチレンオキシドがクロロエチレンの変異原性
や発がん性に関係していると考えられます。
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影響　環境省の2009年度の調査では、大気中から有害大気汚染物質の指針値を超える濃度のクロロエチ
レンは検出されていません。
　　また、地下水からは、水質環境基準値を超える濃度が、毎年、検出されています。このような汚染さ
れた水を長期間飲用するような場合を除いて、飲み水を通じて口から取り込むことによる人の健康への
影響も小さいと考えられます。なお、2000年に（財）日本食品分析センターが実施した食事の分析結果
では、45検体のいずれからもクロロエチレンは検出されませんでした。

化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法） 第１種指定化学物質

PRTR対象物質 政令番号：特定1-94（旧政令番号：特定1-77 ）

比　重 0.9106（液体；20℃/4℃） 水溶解度 8.81g/L（25℃）

環境基準

　　土壌環境基準 0.002 mg/L以下

　　地下水環境基準 0.002 mg/L以下

　　水質環境基準（健康項目） －

土壌汚染対策法の基準（第一種特定有害物質）

　　土壌溶出量基準 0.002 mg/L以下

　　土壌含有量基準 －

　　地下水基準 0.002 mg/L以下

　　第二溶出量基準 0.02 mg/L以下

その他の法令の基準

　　水道法：水質基準値 0.002 mg/L以下

　　労働安全衛生法：管理濃度 ２ppm

※�CAS番号（CAS Registry Number：CAS RN）とは、アメリカ化学会の機関であるCAS（Chemical Abstracts 
Service）が、個々の化学物質に固有の識別番号を付与している登録番号です。この番号自体には化学的な意味はあ
りませんが、一つの物質あるいは分子構造に様々な体系名、一般名、商品名、慣用名などが存在する場合にも間違
いなく確認が出来る世界共通の番号です。CAS＊＊＊＊＊-＊＊-＊で構成されています。
　2012年11月現在、約１億3,300万の化学物質にCAS番号が付与されております。

（化学情報協会ホームページより引用）
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物質名 
No.2

四塩化炭素 
（別名　�テトラクロロメタン、パークロロメタン、�

カーボンテトラクロライド）

CAS
  番号※ 56-23-5

用　途

　四塩化炭素は、炭素と塩素からなる有機化合物で、常温では無色透明の液体で、揮発性物
質です。不燃性であり、消火効果が高い薬剤として古くから知られ、19世紀後半には割れや
すいガラス容器に四塩化炭素を入れて火災に投げ込む方法で消火に利用されたり、20世紀前
半にはポンプ式消火器の消火剤にも使われていました。20世紀後半に入ってからは、主にフ
ロン類の製造原料として使われたり、溶剤、機械洗浄剤、殺虫剤の原料などとして使われて
きました。
　その後、四塩化炭素は、オゾン層を破壊することがわかり、モントリオール議定書に基づ
いて、生産や消費、貿易の規制などの国際的な取り組みが進められてきました。日本では、
「特定物質の規制等によるオゾン層の保護に関する法律（オゾン層保護法）」によって、1996
年1月1日以降は原則として製造が禁止されています。しかし、試験研究や分析用などの特別
な用途、あるいは他の化学物質の原料として使用するための四塩化炭素の製造は認められて
います。また、製造が禁止される以前に製造されたものは、現在でも使用されています。現
在は、四塩化炭素のほとんどは、他のクロロカーボンの原料、農薬の原料、ふっ素系ガスの
原料として使われています。わずかですが、試薬としても使われています。

環境中での
動き

　大気中へ排出された四塩化炭素は、対流圏（地上から高度およそ10数kｍくらいまでの範
囲）の大気中ではなかなか分解されず、化学反応によって半分の濃度になるには330年以上
かかると計算されています。ただし、海洋への溶解などを考慮した結果、大気中寿命は約26
年と計算されています。
　成層圏にはオゾンが多く存在しており、このオゾンの多い層をオゾン層といいます。四塩
化炭素がオゾン層に進入すると、強い紫外線により分解され、生成した塩素原子がオゾンと
反応することによって、オゾン層が破壊されます。オゾン層を破壊する力はCFC-11（フロ
ン類の一種）とほぼ同じです。環境省では1990年度から北海道などにおいて四塩化炭素の大
気中濃度を調査していますが、これによると平均濃度は横ばい傾向にあります。
　また、水中に入った場合は、大気中へ揮発することによって失われると考えられます。土
壌や地下水中に入った場合は、揮発によって失われないため、長い間、残留する可能性があ
ります。

健康影響情報

毒性　ラットに四塩化炭素を12週間、口から与えた実験では、肝臓の血清酵素の増加などが認められ、こ
の実験結果から求められる口から取り込んだ場合のNOAEL（無毒性量）は、体重1kg当たり1日1mgで
した。
　この実験結果から、四塩化炭素のTDI（耐容一日摂取量）は体重1kg当たり1日0.00071mgと算出さ
れ、これに基づいて水道水質基準や水質環境基準が設定されています。2007年に、食品安全委員会は四
塩化炭素のTDIを再評価しました。再評価の結果、上記の実験に基づいて同じ値のTDIが算出されました。
　発がん性については、マウス及びラットの実験で、肝臓腫瘍（肝細胞がん及び腺種）の発生が認めら
れています。疫学調査が多く実施されていますが、人の発がんと四塩化炭素を取り込むこととの関連を
明確に示す証拠はありません。国際がん研究機関（IARC）は四塩化炭素をグループ2B（人に対して発
がん性があるかもしれない）に分類しています。
　この他、ラットに四塩化炭素を含む空気を2年間吸入させた実験では、尿中の硝酸イオンやタンパク
濃度の変化などが認められ、この実験結果から求められる呼吸によって取り込んだ場合のLOAEL（最小
毒性量）は32.05mg/㎥でした。

体内への吸収と排出　人が四塩化炭素を体内に取り込む可能性があるのは、飲み水や呼吸によると考えら
れます。体内に取り込まれた場合は、変化しないまま、あるいは代謝物に変化し、呼気とともに吐き出
されます。
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影響　水道水や河川などからは水道水質基準や水質環境基準を超える濃度は検出されていませんが、地下
水においては、一部で環境基準を超える濃度の四塩化炭素が検出されています。このような汚染された
地下水を長期間飲用するような場合を除いて、飲み水を通じて口から取り込むことによる人の健康への
影響は小さいと考えられます。
　なお、呼吸によって四塩化炭素を取り込んだ場合について、（独）製品評価技術基盤機構及び（財）化学
物質評価研究機構の「化学物質の初期リスク評価書」では、ラットの実験におけるLOAELと大気中濃度
の実測値を用いて、人の健康影響を評価しており、現時点では人の健康へ悪影響を及ぼすことはないと
判断しています。
  四塩化炭素は、成層圏オゾンを破壊することにより、間接的に人の健康へ影響を及ぼします。オゾン
層は太陽からの有害な紫外線を吸収し、地上の生態系を保護しています。オゾン層が減少すると地上に
達する紫外線が増え、皮膚がんや白内障など、人の健康への影響が懸念されています。

化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法） 第二種特定化学物質

PRTR対象物質 政令番号1-149（旧政令番号1-112）

比　重 1.594（20℃） 水溶解度 800mg/L（20℃）

環境基準

　　土壌環境基準 0.002mg/L以下

　　地下水環境基準 0.002mg/L以下

　　水質環境基準（健康項目） 0.002mg/L以下

土壌汚染対策法の基準（第一種特定有害物質）

　　土壌溶出量基準 0.002mg/L以下

　　土壌含有量基準 －

　　地下水基準 0.002mg/L以下

　　第二溶出量基準 0.02mg/L以下

その他の法令の基準

　　水道法：水質基準値 0.002mg/L以下

　　労働安全衛生法：管理濃度 5ppm
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物質名 
No.3

1,2-ジクロロエタン 
（別名　�エチレンジクロライド、二塩化エタン、�

二塩化エチレン）

CAS
番号 107-06-2

用　途
　1,2-ジクロロエタンは、常温で無色透明の液体で、揮発性物質です。主にクロロエチレン
の原料に使われるほか、エチレンジアミンなどの原料、フィルム洗浄剤、有機合成反応やビ
タミン抽出の際の溶剤、殺虫剤、燻蒸剤などに使われています。

環境中での
動き

　大気中へ排出された1,2-ジクロロエタンは、化学反応によって分解され、約1～2ヵ月で半
分の濃度になると計算されています。水中に入った場合は、大部分は大気中へ揮発すること
によって失われると考えられます。また、土壌中に原液のままで入り込むと、土壌への吸着
性が弱いため地下浸透して、地下水を汚染する可能性があります。

健康影響情報

毒性　1,2-ジクロロエタンは、ヒトリンパ球を使った変異原性の試験などにおいて、陽性を示したと報告
されています。発がん性については、ラットとマウスに高濃度の1,2-ジクロロエタンを含む空気を104
週間吸入させた実験では、ラットでは乳腺のがん、乳腺や皮下脂肪の線維腫などが、マウスでは肝臓の
血管肉腫、乳腺のがん、肺細胞上皮のがんなどが認められています。また、ラットに高濃度の1,2-ジク
ロロエタンを78週間、口から与えた実験では、雄で前胃の扁平上皮がんと循環器系での血管肉腫、雌で
乳腺がんの発生率の増加が認められています。
　これらの実験結果に基づいて、有害大気汚染物質の指針値、水道水質管理目標値や水質環境基準は、
「生涯にわたって継続的にその濃度の1,2-ジクロロエタンを取り込んだ場合に、取り込まなかった場合と
比べて10万人に1人の割合でがんを発症する人が増える水準」に相当する濃度として設定されています。
　人の発がん性に関しては、発がん性の可能性があるものの、人の疫学調査では十分な知見が得られて
おらず、国際がん研究機関（IARC）は1,2-ジクロロエタンをグループ2B（人に対して発がん性がある
かもしれない）に分類しています。
　また、ラットに1,2-ジクロロエタンを90日間、口から与えた実験では、腎臓・肝臓・脳の比重量の増
加、赤血球のヘモグロビンとヘマトクリットの減少が認められ、この実験結果から求められる口から取
り込んだ場合のNOAEL（無毒性量）は、体重1kg当たり1日37.5mgでした。
　この実験結果から、2008年に食品安全委員会では1,2-ジクロロエタンのTDI（耐容一日摂取量）を体
重1kg当たり0.0375mgと算出しています。また、発がん性のリスクについて、食品安全委員会では、
体重1kg当たり1mgの1,2-ジクロロエタンを生涯にわたって毎日、口から取り込んだ場合、全く取り込
まなかった場合と比べて、前胃の扁平上皮がん、血管肉腫及び乳腺がんを発症する人の割合は100人当
たり6.3人になると評価しました。これに基づくと、10万人に1人の割合でがんを発症する人が増える
1,2-ジクロロエタンの摂取量は、体重1 kg当たり1日0.00016mgと計算されます。
　なお、参考として、食品安全委員会では、10万人に1人の割合でがんを発症する人が増える飲料水の
濃度は0.004mg/L（現行の水道水質管理目標値と同じ値）としています。

体内への吸収と排出　人が1,2-ジクロロエタンを体内に取り込む可能性があるのは、呼吸や飲み水による
と考えられます。体内に取り込まれた場合は、代謝物に変化し、主に尿に含まれて排せつされたり、呼
気とともに吐き出されると考えられます。

影響　環境省の2009年度の調査では、大気中から有害大気汚染物質の指針値を超える濃度の1,2-ジクロ
ロエタンは検出されていません。
　水道水からは水道水質管理目標値を超える濃度の1,2-ジクロロエタンは検出されていませんが、河川
や地下水からまれに、環境基準を超える濃度が検出されています。このような汚染された水を長期間飲
用するような場合を除いて、飲み水を通じて口から取り込むことによる人の健康への影響は小さいと考
えられます。
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資 料 編（B）　土壌汚染対策法の特定有害物質の用途・環境基準等の情報

化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法） 優先評価化学物質

PRTR対象物質 政令番号1-157（旧政令番号1-116）

比　重 1.2351（20℃） 水溶解度 8.69g/L（20℃）

環境基準

　　土壌環境基準 0.004mg/L以下

　　地下水環境基準 0.004mg/L以下

　　水質環境基準（健康項目） 0.004mg/L以下

土壌汚染対策法の基準（第一種特定有害物質）

　　土壌溶出量基準 0.004mg/L以下

　　土壌含有量基準 －

　　地下水基準 0.004mg/L以下

　　第二溶出量基準 0.04mg/L以下

その他の法令の基準

　　水道法：水質管理目標値 0.004mg/L以下

　　労働安全衛生法：管理濃度 10ppm
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物質名 
No.4

1,1-ジクロロエチレン 
（別名　�塩化ビニリデン、ビリニデンクロライド、�

ジクロロエテン）

CAS
番号 75-35-4

用　途

　1,1-ジクロロエチレンは、水より重く、常温では無色透明の液体で、揮発性物質です。主
に塩化ビニリデン樹脂の原料に使われているほか、食品・医薬品包装用プラスチックフィル
ムのコーティング材の原料などにも使われています。
　塩化ビニリデン樹脂は、家庭用のラップフィルムや、ハム･ソーセージ類を包装する業務用
フィルムなどに用いられるほか、人工芝、たわしや人形の髪の毛などの原料に用いられてい
ます。

環境中での
動き

　大気中へ排出された1,1-ジクロロエチレンは、主に化学反応によって分解され、20～40時
間で半分の濃度になると計算されています。水中に入った場合は、主に大気中へ揮発するこ
とによって消失すると考えられます。
　また、土壌中や地下水中では、1,1,1-トリクロロエタンや1,1,2-トリクロロエタンが化学反
応によって分解されることや、酸素の少ない状態で、微生物がトリクロロエチレンやテトラ
クロロエチレンを分解することによって、1,1-ジクロロエチレンが生成される可能性があり
ます。土壌中や地下水中では、1,1-ジクロロエチレンは揮発されにくく、酸素の少ない状態
で微生物によってクロロエチレンなどに分解され、さらに分解されていきますが、その速度
は場所によって異なります。

健康影響情報

毒性　動物細胞を使ったいくつかの変異原性試験で代謝活性化を行った場合に、染色体異常が報告されて
います。発がん性については、雄のマウスに腎尿細管腺がんを誘発した報告例がありますが、種などに
よる差があると考えられています。国際がん研究機関（IARC）では1,1-ジクロロエチレンをグループ3
（人に対する発がん性については分類できない）に分類しています。
　ラットに1,1-ジクロロエチレンを2年間、飲み水に混ぜて与えた実験では、肝小葉中心性の脂肪変性が
認められ、この実験によるBMDL10（ベンチマーク用量信頼下限値）は体重1kg当たり1日4.6mgでした。
　この実験結果から、2008年に食品安全委員会は、1,1-ジクロロエチレンのTDI（耐容一日摂取量）を
体重1kg当たり1日0.046mgと再評価しました。これに基づき、水道水質基準は廃止され、水道水質管
理目標値として位置づけられ、その値は0.02mg/L以下から0.1mg/ L以下と見直されました。また、水
質環境基準と地下水環境基準も0.1mg/L以下と見直されました。
　また、ラットに100mg/㎥の1,1-ジクロロエチレンを含む空気を18ヵ月間吸入させた実験では、肝臓
に一過性の組織変化（肝細胞の空胞化、脂肪化）が認められています。

体内への吸収と排出　人が1,1-ジクロロエチレンを体内に取り込む可能性があるのは、飲み水や呼吸によ
ると考えられます。体内に取り込まれた場合は、体内に広く分布したのち、一部は変化せずに呼吸とと
もに排せつされますが、大部分は代謝物に変化します。

影響　水道水や河川からは水道水質基準や水質環境基準を超える濃度の1,1-ジクロロエチレンは検出され
ていませんが、地下水では環境基準を超える検出例が報告されています。このような汚染された地下水
を長期間飲用するような場合を除いて、飲み水を通じて口から取り込むことによる人の健康への影響は
小さいと考えられます。
　呼吸によって取り込んだ場合について、環境省の「化学物質の環境リスク初期評価」では、肝臓に一
過性の組織変化が認められたラットの実験結果からLOAEL（最小毒性量）を100mg/㎥と導き、無毒性
量等を1.8mg/㎥としています。最近の測定における大気中の最大濃度はこの無毒性量等よりも十分に
低いものでした。
　なお、（独）製品評価技術基盤機構及び（財）化学物質評価研究機構の「化学物質の初期リスク評価書」
でも、呼吸によって取り込んだ場合について、環境省と同じラットの実験結果からNOAEL（無毒性量）
を100mg/㎥と導き、これと大気中濃度の実測値を用いて人の健康影響を評価しており、現時点では人
の健康へ悪影響を及ぼすことはないと判断しています。
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化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法） －

PRTR対象物質 政令番号1-158（旧政令番号1-117）

比　重 1.2129（20℃） 水溶解度 2.42g／L（25℃）

環境基準

　　土壌環境基準 0.1mg/L以下

　　地下水環境基準 0.1mg/L以下

　　水質環境基準（健康項目） 0.1mg/L以下

土壌汚染対策法の基準（第一種特定有害物質）

　　土壌溶出量基準 0.1mg/L以下

　　土壌含有量基準 －

　　地下水基準 0.1mg/L以下

　　第二溶出量基準 1mg/L以下

その他の法令の基準

　　水道法：水質管理目標値 0.1mg/L以下

　　労働安全衛生法：管理濃度 －
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物質名 
No.5

シス-1,2-ジクロロエチレン 
（別名　�1,2-ＤＣＥ、シス-1,2-ＤＣＥ）

CAS
番号 156-59-2

用　途

　シス-1,2-ジクロロエチレンは、常温では無色透明の液体で、揮発性物質です。かつては染
料や香料、熱可塑性の合成樹脂などを製造する際の溶剤として使われたり、他の塩素系溶剤
の原料として使われていましたが、現在は1,1-ジクロロエチレンあるいはクロロエチレン製
造時の副生成物として生成されたり、他の物質の環境中などでの分解物として生成されます
が、シス-1,2-ジクロロエチレンとしての用途はないと考えられます。
　なお、シス-1,2-ジクロロエチレンは1,2-ジクロロエチレンのシス体ですが、トランス異性
体にトランス-1,2-ジクロロエチレンがあります。

環境中での
動き

　環境水中での動きについては報告がありませんが、化審法の分解度試験では、シス-1,2-
ジクロロエチレンは微生物分解はされにくいとされています。生物への濃縮性は低い物質で
す。大気中では主に化学反応によって分解され、1週間以内に半分の濃度になると計算されて
います。
　また、土壌中や地下水中では、酸素の少ない状態でトリクロロエチレンやテトラクロロエ
チレンが微生物により分解されることによって、シス-1,2-ジクロロエチレンが生成される
可能性があります。土壌中や地下水中では、シス-1,2-ジクロロエチレンは揮発されにくく、
酸素の少ない状態で微生物によってクロロエチレンに分解され、さらに分解されていきます
が、その速度は場所によって異なります。

健康影響情報

毒性　シス-1,2-ジクロロエチレンは、マウスの骨髄細胞を使った染色体の異常を調べる試験などで、陽性
を示したと報告されています。これに関して、（独）製品評価技術基盤機構及び（財）化学物質評価研究機
構の「化学物質の初期リスク評価書」は、試験管内の多くの試験では陰性を示していることなどから、
シス-1,2-ジクロロエチレンの変異原性の有無については判断できないとしています。
　シス体であるシス-1,2-ジクロロエチレンの慢性毒性に関する実験の報告は多くありません。トランス
体については、マウスにトランス-1,2-ジクロロエチレンを90日間、飲み水に混ぜて与えた実験では、雄
にアルカリフォスファターゼ（ALP、リン酸化合物を分解する働きをもつ酵素）の増加が、雌に胸腺重
量の減少が認められ、この実験結果から求められる口から取り込んだ場合のNOAEL（無毒性量）は、
体重1kg当たり1日17mgでした。
　このトランス体の実験結果から、シス-1,2-ジクロロエチレンのTDI（耐容一日摂取量）は体重1kg当
たり1日0.017mgと算出され、水道水質基準、水質環境基準や地下水環境基準が設定されました。
　その後、2008年に食品安全委員会は、同じ実験結果に基づいて1,2-ジクロロエチレン（シス体及びト
ランス体の和）のTDIを体重1kg当たり1日0.017mgと再評価しました、これに基づき、シス-1,2-ジク
ロロエチレンの水道水質基準は、シス-1,2-ジクロロエチレン及びトランス-1,2-ジクロロエチレンの水道
水質基準に変更されました。基準値は0.04mg/Lで、従来の値と同じです。
　環境基準については、2009年9月の中央環境審議会の答申において、地下水では、シス体、トラン
ス体とも0.04mg/Lを超える濃度が検出されていることから、シス体単独ではなく、1,2-ジクロロエチ
レン（シス体及びトランス体の和）として、地下水環境基準が設定されました。一方、河川などの公共
用水域では、二つの異性体とも0.04mg/Lを超える濃度は検出されていませんが、シス体では基準値の
10％（0.004mg/L）を超える濃度が検出されているため、従来どおりシス-1,2-ジクロロエチレンは水
質環境基準として基準値が、トランス-1,2-ジクロロエチレンは要監視項目として指針値が設定されまし
た。

体内への吸収と排出　人がシス-1,2-ジクロロエチレンを体内に取り込む可能性があるのは、飲み水や呼吸
によると考えられます。体内に取り込まれた場合は、代謝物に変化し、24～72時間以内に尿に含まれて
排せつされると考えられます。
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影響　水道浄水や河川からは水道水質基準や水質環境基準を超える濃度のシス-1,2-ジクロロエチレンは検
出されていませんが、水道水の原水では水道水質基準を超える濃度が一例、地下水からは環境基準を超
える濃度が一部で検出されています。このような汚染された水を長期間飲用するような場合を除いて、
飲み水を通じて口から取り込むことによる人の健康への影響は小さいと考えられます。
　これまでの測定では、シス-1,2-ジクロロエチレンは大気中からも検出されたことがありますが、呼吸
によって取り込んだ場合の人の健康への影響を評価できる情報は、現在のところ報告されていません。

化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法） －

PRTR対象物質 政令番号1-159（旧政令番号1-118）

比　重 1.2837（20℃） 水溶解度 3.5g/L（25℃）

環境基準

　　土壌環境基準 0.04mg/L以下

　　地下水環境基準 0.04mg/L以下

　　水質環境基準（健康項目） 0.04mg/L以下

土壌汚染対策法の基準（第一種特定有害物質）

　　土壌溶出量基準 0.04mg/L以下

　　土壌含有量基準 －

　　地下水基準 0.04mg/L以下

　　第二溶出量基準 0.4mg/L以下

その他の法令の基準

　　水道法：水質基準値 0.04mg/L以下
（シス及びトランス-1,2-ジクロロエチレンとして）

　　労働安全衛生法：管理濃度 －



126

物質名 
No.6

1,3-ジクロロプロペン 
（別名　�D-Ｄ）

CAS
番号

542-75-6（混合体）
10061-01-5（シス体）
10061-02-6（トランス体）

用　途

　1,3-ジクロロプロペンは、常温で淡黄色の液体で、揮発性物質です。シス体とトランス体
の異性体があります。農薬の有効成分（原体）で、土壌中の線虫や害虫を防除するくん蒸剤
として使われています。
　ジャガイモやサツマイモ、ニンジン、ゴボウ、スギ、ヒノキなどに被害を与えるネグサレ
センチュウ、イシュクセンチュウやコガネムシなどに対して殺虫効果があり、種まきや植付
けの10～15日前に用いられます。
　使用方法は、畑地に約30cm間隔で深さ15～20cmの穴をあけ、1穴当たり2～3mlを注入
後、すぐに土をかぶせ、塩化ビニル樹脂製やポリエチレン製のシートなどで覆います。土
壌中で1,3-ジクロロプロペンはガスになって広がります。殺虫効果はこの蒸気によるもので
す。園芸用には用いられていません。

環境中での
動き

　土壌に散布された1,3-ジクロロプロペンは、加水分解によって分解され、土壌中では3～65
日以上で半分の濃度になったと報告されています。水中では微生物や加水分解によって分解
されます。加水分解によって、15℃の水中では約2週間で、29℃の水中では2日で半分の濃度
になったと報告されています。また、一部は大気中に放散されますが、大気中では化学反応
によって分解され、2日程度で半分の濃度になると計算されています。なお、空中散布は行わ
れていません。

健康影響情報

毒性　人の疫学調査において、精子数及び正常精子の割合への影響がみられなかったことから、1,3-ジク
ロロプロペンを空気中から取り込んだ場合のNOAEL（無毒性量）は4.5mg/㎥と報告されています。
　1,3-ジクロロプロペンは、多くの変異原性の試験で陽性を示したと報告されています。発がん性につ
いては、マウスに体重1kg当たり50mg/Lの1,3-ジクロロプロペンを2年間、口から与えた実験では、雌
のマウスで膀胱の上皮にがんが認められました。国際がん研究機関（IARC）では1,3-ジクロロプロペン
をグループ2B（人に対して発がん性があるかもしれない）に分類しています。このマウスの実験結果に
基づいて、水道水質管理目標値や水質環境基準が設定されています。
　なお、労働安全衛生法による管理濃度、日本産業衛生学会による作業環境許容濃度は設定されていま
せんが、米国産業衛生専門家会議（ACGIH）は1日8時間、週40時間の繰り返し労働における作業者の
許容濃度を1ppm（4.5mg/㎥）と勧告しています。

体内への吸収と排出　人が1,3-ジクロロプロペンを体内に取り込む可能性があるのは、食物や飲み水、呼
吸によると考えられます。体内に取り込まれた場合は、ラットの実験では、投与量の80～90％は24時
間以内に、ふんや尿に含まれて排せつされたり、または呼気とともに吐き出されています。

影響　呼吸によって1,3-ジクロロプロペンを取り込んだ場合について、環境省の「化学物質の環境リスク
初期評価」では、人の疫学調査に基づいて、無毒性量等を1.1mg/㎥としています。最近の測定における
大気中の最大濃度は、この無毒性量等よりも十分に低いものでした。
　水道水、河川や地下水から水道水質管理目標値や環境基準を超える濃度は検出されておらず、飲み水
を通じて口から取り込むことによる人の健康への影響も小さいと考えられます。
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資 料 編（B）　土壌汚染対策法の特定有害物質の用途・環境基準等の情報

化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法） 優先評価化学物質

PRTR対象物質 政令番号1-179（旧政令番号1-137）

比　重 1.22（25℃）：542-75-6（混合体） 水溶解度 0.15%：
542-75-6（混合体）

環境基準

　　土壌環境基準 0.002mg/L以下

　　地下水環境基準 0.002mg/L以下

　　水質環境基準（健康項目） 0.002mg/L以下

土壌汚染対策法の基準（第一種特定有害物質）

　　土壌溶出量基準 0.002mg/L以下

　　土壌含有量基準 －

　　地下水基準 0.002mg/L以下

　　第二溶出量基準 0.02mg/L以下

その他の法令の基準

　　水道法：水質管理目標値 0.002mg/L以下（農薬類；1,3-ジクロロプロペン）

　　労働安全衛生法：管理濃度 －
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物質名 
No.7

ジクロロメタン 
（別名　�塩化メチレン、メチレンクロライド、�

メチレンジクロライド、二塩化メチレン）

CAS
番号 75-09-2

用　途

　ジクロロメタンは、塩素を含む有機化合物で、常温で無色透明の、水に溶けやすい液体で
す。不燃性で、ものをよく溶かし、しかも沸点が40℃と低く、揮発しやすい性質がありま
す。このため、約半分が、フロン113などに代わる洗浄剤として、金属部品や電子部品の加
工段階で用いた油の除去などに使われています。この他、医薬品や農薬を製造する際の溶剤
として使われたり、エアゾール噴射剤、塗装はく離剤、ポリカーボネート樹脂を重合する際
の溶媒、ウレタンフォームの発泡助剤などに使われています。

環境中での
動き

　ジクロロメタンは、環境中では分解されにくい物質で、大気中では化学反応によって分解
されますが、半分の濃度になるには2～4ヵ月かかると計算されています。大気中のジクロロ
メタンの2～2.5％が成層圏に入りますが、オゾン層は破壊しないと考えられています。水中
へ入った場合は、微生物分解はされにくく、大気中へ揮発されることによって失われると考
えられます。土壌中に原液のままで排出された場合、土壌への吸着性が弱いため地下浸透し
て地下水を汚染し、長い間、残留する可能性があります。

健康影響情報

毒性　ジクロロメタンは、生物細胞を使った試験管内における変異原性試験では陽性を示したと報告され
ていますが、動物を用いた試験では明確に陽性を示す結果は得られていません。発がん性については、
マウスに6,940mg/㎥の濃度のジクロロメタンを含む空気を2年間吸入させた実験では、肝細胞に良性腫
瘍やがんの発生率の増加が報告されていますが、種による違いが大きいことが指摘されています。
　口から取り込んだ場合については、十分な発がん性の知見は得られていません。ラットにジクロロ
メタンを104週間、飲み水に混ぜて与えて発がん性と慢性毒性を調べる実験では、体重1kg当たり1日
50mg及び250mgを与えた雌のラットのグループは、与えなかったグループに比べて肝細胞腫瘍の発生
が多く認められましたが、投与した量の多さに応じて腫瘍の発生率は増加していなかったため、投与に
原因しない偶発的なものと判断されました。この他、この実験では肝毒性が認められており、この実験
結果から求められる口から取り込んだ場合のNOAEL（無毒性量）は、体重1kg当たり6mgでした。国
際がん研究機関（IARC）はジクロロメタンをグループ2B（人に対して発がん性があるかもしれない）
に分類しています。
　上記のラットの実験結果から、TDI（耐容一日摂取量）は体重1kg当たり1日0.006mgと算出され、こ
れに基づいて水道水質基準、水質環境基準や地下水環境基準が設定されています。その後、2008年に食
品安全委員会はTDIを再評価しましたが、TDIは同じ実験結果に基づいて算出され、変更はありませんで
した。
　一方、大気環境基準の設定にあたっては、種による違いが大きいことから発がん実験の結果は用いら
れていません。高濃度のジクロロメタンを扱う作業環境などにおいて、吐き気、だるさ、めまい、しび
れなどの神経系の症状が報告されており、神経系への影響に関する人のデータから、おそらく健康への
悪影響がみられないと期待できる濃度は300mg/㎥程度と考えられ、これに基づいて大気環境基準が設
定されています。

体内への吸収と排出　人がジクロロメタンを体内に取り込む可能性があるのは、呼吸や飲み水によると
考えられます。体内に取り込まれた場合は、多くは変化せずに呼気とともに吐き出されます。しかし、
肝臓に分布したジクロロメタンは、一部は代謝されて二酸化炭素となり、呼気とともに吐き出されます
が、一部は一酸化炭素になりヘモグロビンなどと結合して、頭痛などをもたらすことが知られています。

影響　大気中の継続測定地点におけるジクロロメタンの平均濃度は、1998年度は0.0046mg/㎥でした
が、2009年度には0.0017mg/㎥に下がっており、大気環境基準を超える濃度は検出されていません。
工場・事業場の周辺環境で高い濃度を示す可能性がありますが、一般環境においては呼吸に伴う人の健
康への影響は小さいと考えられます。
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　水道水からは水道水質基準を超える濃度は検出されていませんが、河川から環境基準を超える濃度が
2010年度にはまれに検出されており、地下水からも過去には地下水環境基準を超えて検出されたことが
あります。このような汚染された水を長期間飲用するような場合を除いて、飲み水を通じて口から取り
込むことによる人の健康への影響は小さいと考えられます。
　なお、（独）産業技術総合研究所では、ジクロロメタンについて詳細リスク評価を行っています。

化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法） 優先評価化学物質

PRTR対象物質 政令番号1-186（旧政令番号1-145）

比　重 1.3255（20℃） 水溶解度 20g/L（20℃）

環境基準

　　土壌環境基準 0.02mg/L以下

　　地下水環境基準 0.02mg/L以下

　　水質環境基準（健康項目） 0.02mg/L以下

土壌汚染対策法の基準（第一種特定有害物質）

　　土壌溶出量基準 0.02mg/L以下

　　土壌含有量基準 －

　　地下水基準 0.02mg/L以下

　　第二溶出量基準 0.2mg/L以下

その他の法令の基準

　　水道法：水質基準値 0.02mg/L以下

　　労働安全衛生法：管理濃度 50ppm
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物質名 
No.8

テトラクロロエチレン 
（別名　�パークロロエチレン、四塩化エチレン）

CAS
番号 127-18-4

用　途

　テトラクロロエチレンは、塩素を含む有機化合物で、水よりも重く、常温では無色透明の
液体で、揮発性物質です。引火性が低く、容易に油を溶かすという性質があります。このた
め、ドライクリーニングの溶剤として洗濯業で使われたり、精密機器や部品の加工段階で用
いた油の除去などに使われてきました。
　1980年代に有機塩素系溶剤による地下水汚染等の環境汚染は社会問題となりましたが、テ
トラクロロエチレンの製造・使用量は減ってきており、現在では、代替フロンの原料として
の用途が最も多くなっています。ドライクリーニングや金属の洗浄用途は3割程度と考えられ
ます。
　また、有機塩素系溶剤は地下水汚染だけではなく、大気汚染も懸念されていることから、
環境汚染を未然に防止するために、1986年に「化学物質の審査及び製造等の規制に関する法
律（化審法）」が改正され、第二種特定化学物質に指定されました。テトラクロロエチレンは、
トリクロロエチレンとともに規制の対象となり、溶剤の製造業者は製造予定量を行政に届け
出るとともに、販売する際には環境の汚染を防止するための措置等に関する表示が義務づけ
られています。

環境中での
動き

　テトラクロロエチレンは環境中で分解されにくい物質です。大気中では化学反応によって
分解されますが、半分の濃度になるには96日かかると計算されています。水中に入った場合
は、大気中へ揮発することによって失われると考えられます。土壌中に排出された場合、土
壌への吸着性が弱いため地下浸透して地下水を汚染し、長い間、残留する可能性があります。

健康影響情報

毒性　高濃度のテトラクロロエチレンを長期間取り込み続けると、肝臓や腎臓への障害が認められること
があり、比較的低濃度では頭痛、めまい、眠気などの神経系への影響が現れることがあります。この神
経系や腎臓への影響に関する報告から、LOAEL（最小毒性量）に相当する大気中濃度は200mg/㎥程度
と考えられ、これに基づいて大気環境基準が設定されています。
　雄のマウスに体重1kg当たり1日536mg、雌のマウスに体重1kg当たり1日386mgのテトラクロロエ
チレンを52週間、口から与えた実験では、肝細胞がんの発生が報告されています。国際がん研究機関
（IARC）はテトラクロロエチレンをグループ2A（人に対しておそらく発がん性がある）に分類していま
す。水道水質基準や水質環境基準は、このマウスの実験結果に基づいて、「生涯にわたってその値のテト
ラクロロエチレンを取り込んだ場合に、取り込まなかった場合と比べて10万人に1人の割合でがんを発
症する人が増える水準」として設定されたものです。
　また、テトラクロロエチレンをマウスに6週間、ラットに13週間、飲み水に混ぜて与えた実験では、
マウスに肝毒性、ラットに体重増加の抑制が認められ、この実験結果から求められる口から取り込んだ
場合のNOAEL（無毒性量）は、体重1kg当たり1日14mgでした。
　この実験結果を踏まえて、発がん性の可能性を考慮し、食品安全委員会は、2008年にテトラクロロエ
チレンのTDI（耐容一日摂取量）を体重1kg当たり1日0.014mgと評価しました。現行の水道水質基準や
水質環境基準は、このTDIを踏まえても安全が確保された値となっています。

体内への吸収と排出　人がテトラクロロエチレンを体内に取り込む可能性があるのは、呼吸や飲み水によ
ると考えられます。体内に取り込まれた場合は、ラットの実験では、大部分は変化せずに呼気とともに
吐き出され、数％は代謝物に変化し、尿に含まれて排せつされたと報告されています。また、呼気とと
もに吐き出される際に、テトラクロロエチレンが半分の濃度になるには十数時間から数十時間かかった
と報告され、繰り返して取り込まれると、体内に蓄積する傾向がみられます。
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影響　大気中のテトラクロロエチレンの継続測定地点における平均濃度は、1998年度は0.0014mg/㎥で
したが、2009年度には0.00022mg/㎥に下がっており、大気環境基準を超える濃度は検出されていませ
ん。呼吸に伴う人の健康への影響は小さいと考えられます。
　水道浄水や河川から水道水質基準を超える濃度は検出されていませんが、過去に使用していた溶剤の
保管や廃棄物の不適正な管理によって、土壌や地下水に侵入したテトラクロロエチレンが今でも残って
おり、地下水の一部でまだ環境基準を超える濃度が検出されています。このような汚染された地下水を
長期間飲用するような場合を除いて、飲み水を通じて口から取り込むことによる人の健康への影響も小
さいと考えられます。

化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法） 第二種特定化学物質

PRTR対象物質 政令番号1-262（旧政令番号1-200）

比　重 1.6227（20℃） 水溶解度 0.15g/L（25℃）

環境基準

　　土壌環境基準 0.01mg/L以下

　　地下水環境基準 0.01mg/L以下

　　水質環境基準（健康項目） 0.01mg/L以下

土壌汚染対策法の基準（第一種特定有害物質）

　　土壌溶出量基準 0.01mg/L以下

　　土壌含有量基準 －

　　地下水基準 0.01mg/L以下

　　第二溶出量基準 0.1mg/L以下

その他の法令の基準

　　水道法：水質基準値 0.01mg/L以下

　　労働安全衛生法：管理濃度 50ppm
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物質名 
No.9

1,1,1-トリクロロエタン 
（別名　�メチルクロロホルム、1,1,1-TCE、MC）

CAS
番号 71-55-6

用　途

　1,1,1-トリクロロエタンは、常温では無色透明の液体です。塩素を含む有機化合物で、揮
発性物質です。かつては電気・電子、輸送機器、精密機器等、幅広い工業分野で金属洗浄用
に使われていました。これは、金属洗浄用に多用されていたトリクロロエチレンやテトラク
ロロエチレンの有害性が問題となったことから、それらの代替品としての需要が増えたこと
によります。この他、ドライクリーニング用溶剤、繊維のシミ抜き剤、また印刷工程で印刷
製版を仕上げる際などにも使われていました。
　その後、1,1,1-トリクロロエタンは、オゾン層を破壊することがわかり、モントリオール議
定書に基づいて、生産や消費、貿易の規制などの国際的な取り組みが進められてきました。
日本では、「特定物質の規制等によるオゾン層の保護に関する法律（オゾン層保護法）」によっ
て、1996年1月1日以降は原則として製造が禁止されています。しかし、試験研究や分析用な
どの特別な用途、あるいは代替フロン（HCFC141bやHCFC142bなど）など、他の化学物
質の原料として使用するための1,1,1-トリクロロエタンの製造は認められています。また、
それ以前に製造されたものは、現在でも使用されています。

環境中での
動き

　1,1,1-トリクロロエタンは揮発性が高く、水中に入っても、水面から大気中へ揮発すると
考えられます。このため、1,1,1-トリクロロエタンは、ほとんどが大気中に存在すると考え
られますが、対流圏（地上から高度約10kmまでの範囲）の大気中ではなかなか分解されず、
OHラジカルとの反応によって半分の濃度になる期間は3.7年と計算されています。海洋への
溶解などを考慮して、大気中寿命を約5.0年と計算した報告もあります。
　成層圏にはオゾンが多く存在しており、このオゾンの多い層をオゾン層といいます。1,1,1-
トリクロロエタンの分解により生成した塩素原子がオゾンと結合することによって、オゾン
層が破壊されます。オゾン層を破壊する力はCFC-11（フロン類の一種）の1/10です。環境
省では1988年度から北海道において1,1,1-トリクロロエタンの大気中濃度を調査しています
が、これによると1993年以降、急速に減少しています。
　土壌や地下水に浸透した1,1,1-トリクロロエタンは、揮発によって失われないため、微生
物等によってゆるやかに分解され、より毒性の高い1,2-ジクロロエチレンなどに変化すると
報告されています。

健康影響情報

毒性　1,1,1-トリクロロエタンは、人や実験動物において中枢神経系の抑制作用及び麻酔作用を示すこと
が報告されています。
　マウスに1,1,1-トリクロロエタンを含む空気を24時間吸入させた実験では、腎臓の細胞にたんぱく質
の変性がみられ、この実験から求められるLOAEL（最小毒性量）は1,365mg/㎥とされています。この
LOAELを飲み水に適用させて、TDI（耐容一日摂取量）を体重1kg当たり1日0.58mgと算出し、これに
基づいて水質環境基準が設定されています。
　また、ラットに1,1,1-トリクロロエタンを13週間、餌に混ぜて与えた実験では、腎臓の尿細管の上皮
に変性が認められ、この実験結果から求められる口から取り込んだ場合のNOAEL（無毒性量）は、体
重1kg当たり1日600mgでした。この実験結果から、2008年に食品安全委員会は、1,1,1-トリクロロエ
タンのTDIを体重1kg当たり1日0.6mgと評価しました。なお、水道水質管理目標値は、毒性で問題とな
る濃度よりも低い臭味発生防止の観点から設定されています。

体内への吸収と排出　人が1,1,1-トリクロロエタンを体内に取り込む可能性があるのは、飲み水や呼吸な
どによると考えられます。体内に取り込まれた場合は、変化せずにそのまま呼気とともに吐き出される
ほか、代謝物に変化し、尿に含まれて排せつされます。

影響　水道水、河川や地下水からは水道水質管理目標値や水質環境基準を超える濃度の1,1,1-トリクロロ
エタンは検出されておらず、飲み水を通じて口から取り込むことによる人の健康への影響は小さいと考
えられます。
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　1,1,1-トリクロロエタンは大気中から検出されていますが、呼吸によって取り込んだ場合について、
人の健康への影響を評価できる情報は現在のところ報告されていません。
　なお、1,1,1-トリクロロエタンは成層圏オゾンを破壊することにより、間接的に人の健康へ影響を及
ぼします。オゾン層は太陽からの有害な紫外線を吸収し、地上の生態系を保護しています。オゾン層が
減少すると地上に達する紫外線が増え、皮膚がんや白内障の増加など、人の健康への影響が懸念されて
います。

化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法） －

PRTR対象物質 政令番号1-279（旧政令番号1-209）

比　重 1.3376（20℃） 水溶解度 4.4g/L（20℃）

環境基準

　　土壌環境基準 1mg/L以下

　　地下水環境基準 1mg/L以下

　　水質環境基準（健康項目） 1mg/L以下

土壌汚染対策法の基準（第一種特定有害物質）

　　土壌溶出量基準 1mg/L以下

　　土壌含有量基準 －

　　地下水基準 1mg/L以下

　　第二溶出量基準 3mg/L以下

その他の法令の基準

　　水道法：水質管理目標値 0.3mg/L以下

　　労働安全衛生法：管理濃度 200ppm
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物質名 
No.10

1,1,2-トリクロロエタン 
（別名　�β-トリクロロエタン、1,1,2-ＴＣＥ、�

ビニルトリクロリド）

CAS
番号 79-00-5

用　途

　1,1,2-トリクロロエタンは、常温で無色透明の液体で、揮発性物質です。主に、フィルム
やコーティング剤の原料である1,1-ジクロロエチレン（塩化ビニリデン）の原料として使わ
れています。この他、塩素化ゴムの溶剤、油脂・ワックス・天然樹脂等の溶剤、アルカロイ
ドの抽出液として使われています。

環境中での
動き

　大気中へ排出された1,1,2-トリクロロエタンは、主に化学反応によって分解されますが、
半分の濃度になるのに2～3ヵ月かかると計算されています。加水分解の速度は遅く、化審法
の分解度試験では微生物分解はされにくいとされ、水中に入った場合は、主に大気中へ揮発
することによって消失すると考えられます。地下水中に入ると揮発されにくく、酸素の少な
い状態では、微生物分解や化学反応によって、ジクロロエチレンやジクロロエタンを生成す
ることが予想されます。

健康影響情報

毒性　変異原性に関して、試験管内における試験の多くで陽性を示したほか、マウスなどの生体内試験で
は陽性と陰性の両方を示したと報告されています。また、マウスに体重1kg当たり1日195mgの1,1,2-
トリクロロエタンを78週間、口から与えた実験では、肝細胞がんが認められています。国際がん研究機
関（IARC）では、実験動物に対する発がん性情報が限られていることから、1,1,2-トリクロロエタンを
グループ3（人に対する発がん性については分類できない）に分類しています。水質環境基準は、上記
の実験結果に基づいて、「生涯にわたってその値の1,1,2-トリクロロエタンを取り込んだ場合に、取り込
まなかった場合と比べて10万人に1人の割合でがんを発症する人が増える水準」として設定されています。
　また、マウスに1,1,2-トリクロロエタンを90日間、飲み水に混ぜて与えた実験では、投与した量に
応じて、血液生化学検査において血色素や赤血球容積比の減少、血小板及びフィブリノーゲンの増加
がみられたほか、免疫系への影響が認められ、この実験結果から求められる口から取り込んだ場合の
NOAEL（無毒性量）は、体重1kg当たり1日3.9mgでした。
　この実験結果を踏まえて、2008年に食品安全委員会は、1,1,2-トリクロロエタンのTDI（耐容一日摂
取量）を体重1kg当たり1日0.0039mgと評価しました。これを踏まえて、水道水質の評価値（総摂取
量に対する飲料水の寄与率を10％とし、体重50kgの人が1日に2L飲むと仮定した値）を計算すると、
0.01mg/Lとなります。この評価値の10％の値である0.001mg/Lを超える濃度の1,1,2-トリクロロエタ
ンは、2003年の水道水質見直し以降、原水からも浄水からも報告されていません。また、PRTRデータ
による環境排出量に大きな増加傾向もみられないため、2010年4月1日から1,1,2-トリクロロエタンは水
道水質管理目標項目から削除されました。 

体内への吸収と排出　人が1,1,2-トリクロロエタンを体内に取り込む可能性があるのは、飲み水や呼吸に
よると考えられます。体内に取り込まれた場合は、血液を通して全身に運ばれ、代謝物に変化し、主に
尿に含まれて排せつされます。

影響　水道水や河川からは改正前の水道水質管理目標値や水質環境基準を超える濃度の1,1,2-トリクロロ
エタンは検出されていませんが、地下水ではまれに環境基準を超える濃度が検出されています。このよ
うな汚染された地下水を長期間飲用するような場合を除いて、飲み水を通じて口から取り込むことによ
る人の健康への影響は小さいと考えられます。
　1,1,2-トリクロロエタンは大気中から検出されていますが、呼吸によって取り込んだ場合の人の健康
への影響を評価できる情報は、現在のところ報告されていません。
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化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法） －

PRTR対象物質 政令番号1-280（旧政令番号1-210）

比　重 1.4416（20℃） 水溶解度 4.5g/L（20℃）

環境基準

　　土壌環境基準 0.006mg/L以下

　　地下水環境基準 0.006mg/L以下

　　水質環境基準（健康項目） 0.006mg/L以下

土壌汚染対策法の基準（第一種特定有害物質）

　　土壌溶出量基準 0.006mg/L以下

　　土壌含有量基準 －

　　地下水基準 0.006mg/L以下

　　第二溶出量基準 0.06mg/L以下

その他の法令の基準

　　水道法：水質基準値 －

　　労働安全衛生法：管理濃度 －
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物質名 
No.11

トリクロロエチレン 
（別名　�TCE、トリクロロエテン）

CAS
番号 79-01-6

用　途

　トリクロロエチレンは、塩素を含む有機化合物で、水よりも重く、また常温では無色透明
の液体で、揮発性物質です。さまざまな有機物を溶かす性質があり、不燃性であるため、金
属製品製造業や機械器具製造業、半導体の製造工場などで、機械部品や電子部品などの加工
段階で用いた油の除去などに使われてきました。
　1980年代に有機塩素系溶剤による地下水汚染等の環境汚染が社会問題となる一方で、代替
フロンの原料としての需要が増え、現在は金属の洗浄用途を上まわっています。この他、羊
毛や皮革などから余分な油分を取り除くためにも使われたり、工業用の溶剤として、生ゴム
を溶かしたり、染料や塗料を製造する際の溶剤などに使われています。
　また、有機塩素系溶剤は地下水汚染だけではなく、大気汚染も懸念されていることから、
環境汚染を未然に防止するために、1986年に「化学物質の審査及び製造等の規制に関する法
律（化審法）」が改正されました。トリクロロエチレンは、テトラクロロエチレンなどととも
に規制の対象となり、溶剤の製造業者は製造予定量を行政に届け出るとともに、販売する際
には環境の汚染を防止するための措置等に関する表示が義務づけられています。

環境中での
動き

　大気中へ排出されたトリクロロエチレンは、化学反応によって分解され、3～7日で半分の
濃度になると計算されています。化審法の分解度試験では微生物分解はされにくいとされ、
水中に入った場合は、大気中へ揮発することによって失われると推定されます。土壌中に排
出された場合は、土壌への吸着性が弱いため地下浸透して地下水を汚染し、長い間、残留す
る可能性があります。

健康影響情報

毒性　高濃度のトリクロロエチレンを長期間取り込み続けると、肝臓や腎臓への障害が認められ、比較的
低濃度のトリクロロエチレンでは頭痛、めまい、眠気などの神経系への影響が認められています。この
神経系への影響から、LOAEL（最小毒性量）に相当する大気中濃度は200mg/㎥程度と考えられ、これ
に基づいて大気環境基準が設定されています。
　トリクロロエチレンは、変異原性の試験では陽性と陰性の両方の結果が報告されています。発がん性
については、雄のマウスに体重1kg当たり1日1,169mg、雌のマウスに1,739mgのトリクロロエチレン
（発がん性があるエピクロロヒドリンなどの物質を酸化防止剤として添加している）を18ヵ月、口から
与えた実験では、肝細胞がんの発生率の増加が報告されています。しかし、ラットに対する発がん性は
明らかでなく、種による違いが大きいことが指摘されています。国際がん研究機関（IARC）はトリクロ
ロエチレンをグループ2A（人に対しておそらく発がん性がある）に分類しています。
　水質環境基準は、上記のマウスの実験結果に基づいて、「生涯にわたってその値のトリクロロエチレン
を取り込んだ場合に、取り込まなかった場合と比べて10万人に1人の割合でがんを発症する人が増える
水準」として設定されたものです。
　また、ラットにトリクロロエチレンを交配前から妊娠期間、飲み水に混ぜて与えた実験では、生まれ
た子の心臓に異常が認められ、この実験結果から求められる口から取り込んだ場合のBMDL10は、体重
1kg当たり1日0.146mgでした。
　この実験結果から、2008年に食品安全委員会は、トリクロロエチレンのTDI（耐容一日摂取量）を体
重1kg当たり1日0.00146mgと評価しました。また、同委員会は2010年にも再評価しましたが、TDIに
変更はありません。発がん性のリスクについて、同委員会は、体重1kg当たり1mgのトリクロロエチレ
ンを生涯にわたって毎日、口から取り込んだ場合、全く取り込まなかった場合に比べて、肝がんを発症
する人の割合は1000人当たり8.3人になると評価しました。これに基づくと、10万人に1人の割合でが
んを発症する人が増えるトリクロロエチレンの摂取量は、体重1kg当たり1日0.0012mgと計算されます。
　なお、参考として、食品安全委員会では、このTDIに基づく飲料水の濃度は0.0183ｍg/L（飲料水の
寄与率50％、体重50kgの人が1日当たり2L摂水すると仮定）、10万人に1人の割合でがんを発症する人
が増える飲料水の濃度は0.03mg/Lと記載しています。
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　水道水質基準は、水質環境基準と同じマウスの実験結果に基づいて0.03mg/Lと設定していました
が、食品安全委員会が評価したTDI を踏まえて、2011年4月から基準値は0.01mg/Lと変更されました。
これは、汚染された地下水を水源としている場合など、特異的に高濃度に存在する場合があることや、
わが国のライフスタイルとして入浴頻度がきわめて高く、水道水からの蒸発に関するばく露を考慮すべ
きとしたWHOの指摘を踏まえ、入浴時に呼吸によって取り込む量と皮膚から取り込む量を含めて算出
されたものです。

体内への吸収と排出　人がトリクロロエチレンを体内に取り込む可能性があるのは、呼吸や飲み水など
によると考えられます。体内に取り込まれた場合は、血中に入り、たんぱく質と結びついて脂肪組織や
肝臓に分布します。蓄積性は低く、脂肪組織などに分布した後、再び血中に入り、肝臓で代謝物に変化
し、尿に含まれて排せつされます。

影響　大気中のトリクロロエチレンの継続測定地点における平均濃度は、1998年度は0.0017mg/㎥でし
たが、2008年度には0.00065mg/㎥に下がっており、大気環境基準を超える濃度は検出されていませ
ん。呼吸に伴う人の健康への影響は小さいと考えられます。
　水道浄水や河川からは水道水質基準（旧基準）や水質環境基準を超える濃度は検出されていませんが、
過去に使用していた溶剤の保管や廃棄物の不適正な管理によって、土壌や地下水に侵入したトリクロロ
エチレンが今でも残っており、水道原水や地下水の一部でまだ水道水質基準（旧基準）や環境基準を超
える濃度が検出されています。また、改正後の水道水質基準に基づいた場合、水道浄水から一例、基準
値を超える濃度が検出されています。
　なお、（独）産業技術総合研究所では、トリクロロエチレンについて詳細リスク評価を行っています。

化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法） 第二種特定化学物質

PRTR対象物質 政令番号1-281（旧政令番号1-211）

比　重 1.4649（20℃） 水溶解度 1.10×103mg/L（25℃）

環境基準

　　土壌環境基準 0.03mg/L以下

　　地下水環境基準 0.01mg/L以下

　　水質環境基準（健康項目） 0.01mg/L以下

土壌汚染対策法の基準（第一種特定有害物質）

　　土壌溶出量基準 0.03mg/L以下

　　土壌含有量基準 －

　　地下水基準 0.03mg/L以下

　　第二溶出量基準 0.3mg/L以下

その他の法令の基準

　　水道法：水質基準値 0.01mg/L以下

　　労働安全衛生法：管理濃度 10ppm
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物質名 
No.12

ベンゼン 
（別名　�ベンゾール）

CAS
番号 71-43-2

用　途

　ベンゼンは、19世紀前半にイギリスの科学者ファラデーによって、圧縮した鯨油の分解ガ
スからはじめて取り出され、その40年後に分子構造式が解明されました。この分子構造式は
一般に「ベンゼン環」と呼ばれ、このベンゼン環を含むものを芳香族化合物といいます。「ベ
ンゼン環」は、構造式が亀の甲羅に似ていることから「亀の甲」とも呼ばれます。
　ベンゼンは、常温では特徴的な臭いをもつ無色透明の液体で、揮発性物質です。基礎化学
原料として多方面の分野で使われており、ベンゼンから合成される代表的な化学物質には、
スチレン（合成樹脂や合成ゴムの原料）、シクロヘキサン（ナイロン繊維の原料）、フェノー
ル（合成樹脂、染料、農薬などの原料、消毒剤）、無水マレイン酸（合成樹脂、樹脂改良剤な
どの原料）などがあります。
　なお、ガソリンの中に数％のベンゼンが含まれていましたが、低ベンゼン化が進められ、
大気汚染防止法に基づく「自動車の燃料の性状に関する許容限度及び自動車の燃料に含まれ
る物質の量の許容限度」の改正によって、自動車用ガソリンのベンゼンの許容限度は、2000
年1月より1％以下（体積比）になっています。また、たばこの煙にもベンゼンが含まれてい
ます。
　常温で揮発性や引火性の高い物質であり、また発がん性もあるので、取り扱いには注意が
必要ですが、私たちが日常生活でベンゼンに直接ふれる場面は少ないと考えられます。

環境中での
動き

　大気中へ排出されたベンゼンは、主に化学反応によって分解され、7～10日で半分の濃度
になると計算されています。水中に入った場合は、主に大気中への揮発によって失われるほ
か、一部は微生物分解されると推定されています。しかし、土壌の深い層や地下水に侵入し
たベンゼンは、容易には揮発しません。

健康影響情報

毒性　ベンゼンは、変異原性の試験で染色体異常が報告されており、総合的に判断して遺伝子に対する障
害性があると考えられています。また、疫学研究において、ベンゼンが人に白血病を引き起こすことに
関して十分な証拠があるとされており、国際がん研究機関（IARC）はベンゼンをグループ1（人に対し
て発がん性がある）に分類しています。この他、高濃度のベンゼンを長期間体内に取り込むと、造血器
に障害を引き起こすことが報告されています。
　大気環境基準、水道水質基準や水質環境基準は、人がベンゼンを取り込んだ際の発がん性リスクから、
「生涯にわたってその値のベンゼンを取り込んだ場合に、取り込まなかった場合と比べて10万人に1人の
割合でがんに発症する人が増える水準」として設定されたものです。
　また、ラットとマウスにベンゼンを103週間、口から与えた実験では、白血球及びリンパ球の減少が
認められ、この実験結果から求められる口から取り込んだ場合のLOAEL（最小毒性量）は体重1kg当た
り1日18mgでした。
　この実験結果から、2008年に食品安全委員会は、ベンゼンのTDI（耐容一日摂取量）を体重1kg当た
り1日0.018mgと評価しました。また、発がん性のリスクについて、食品安全委員会は、体重1kg当た
り1mgのベンゼンを生涯にわたって毎日、口から取り込んだ場合、全く取り込まなかった場合に比べ
て、白血病を発症する人の割合は100人当たり2.5人になると評価しました。これに基づくと10万人に1
人の割合で白血病を発症する人が増えるベンゼンの摂取量は、体重1kg当たり1日0.0004mgと計算され
ます。
　なお、参考として、食品安全委員会では、このTDIに基づく飲料水の濃度は0.045mg/L（飲料水の寄
与率10％、体重50kgの人が1日当たり2L摂水すると仮定）、10万人に1人の割合で白血病を発症する人
が増える飲料水の濃度は0.01mg/Lと記載しています。

体内への吸収と排出　人がベンゼンを体内に取り込む可能性があるのは、呼吸や飲み水によると考えられ
ます。体内に吸収された場合は、呼気とともに吐き出されたり、肝臓で酸化され、尿に含まれて排せつ
されるとされています。たばこの煙にも0.153～0.208mg/㎥のベンゼンが含有されており、喫煙者の吐
き出す息や血液中のベンゼン濃度は、非喫煙者より高いことが報告されています。
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影響　大気中のベンゼンの平均濃度は、1997年度の0.0034mg/㎥から2009年度には0.0013mg/㎥と下
がっていますが、一部で大気環境基準を超える濃度が検出されています。
　水道水や河川からは水道水質基準や水質環境基準を超える濃度は検出されていませんが、土壌やかつ
て汚染が確認された地下水では今でもベンゼンが残っていることがあり、まれに環境基準を超える濃度
のベンゼンが検出されています。また、ガソリンによる地下水汚染現場でも環境基準を超える濃度が検
出された事例が報告されています。このような汚染された水を長期間飲用するような場合を除いて、飲
み水を通じて口から取り込むことによる人の健康への影響は小さいと考えられます。
　この他、（独）産業技術総合研究所ではベンゼンについて詳細リスク評価を行っています。

化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法） 優先評価化学物質

PRTR対象物質 政令番号：特定1-400（旧政令番号：特定1-299）

比　重 0.8787（15℃） 水溶解度 1.8g/L（25℃）

環境基準

　　土壌環境基準 0.01mg/L以下

　　地下水環境基準 0.01mg/L以下

　　水質環境基準（健康項目） 0.01mg/L以下

土壌汚染対策法の基準（第一種特定有害物質）

　　土壌溶出量基準 0.01mg/L以下

　　土壌含有量基準 －

　　地下水基準 0.01mg/L以下

　　第二溶出量基準 0.1mg/L以下

その他の法令の基準

　　水道法：水質基準値 0.01mg/L以下

　　労働安全衛生法：管理濃度 1ppm
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物質名 
No.13 カドミウム及びその化合物 CAS

番号

カドミウム：7440-43-9
塩化カドミウム：10108-64-2
酸化カドミウム：1306-19-0
硫酸カドミウム：10124-36-4

用　途

　カドミウムは、常温で銀白色の柔らかい金属で、地球の地殻に広く分布しています。高純度の鉱
石はありませんが、一定の濃度で亜鉛鉱石に含まれていることから、通常は亜鉛を精錬する際に副
産物として生産されています。
　カドミウムは、人体に長期間にわたって取り込まれると、障害を生じさせることが知られていま
す。カドミウム中毒の事例として、日本では、鉱山から排出されたカドミウムに汚染された地域で
発生したイタイイタイ病があります。
　カドミウムは、メッキの原料をはじめ、合金の成分、塩化ビニル樹脂の安定剤やプラスチック・
ガラス製品の顔料など、さまざまな用途に使われてきましたが、現在は、需要のほとんどはニッケ
ル・カドミウム蓄電池が占めるようになっています。
　カドミウムの化合物には、塩化カドミウム、酸化カドミウム、硫酸カドミウムなどがあります。
・�塩化カドミウム：常温で無色の固体で、水に溶けやすく、メッキや顔料の原料として使われてい
ます。

・酸化カドミウム：常温で茶色の固体です。メッキの原料として使われています。
・�硫酸カドミウム：常温で白色の固体で、水に溶けやすく、分析用試薬、カドミウム電池やメッキ
の原料に使われています。
　なお、カドミウムは、米、野菜、魚介類など食品中に広く含まれるほか、たばこの煙にも含まれ
ています。

環境中での
動き

　カドミウムは地殻の表層部には重量比で0.00005%程度存在し、クラーク数で62番目に多い元素
です。カドミウム及びその化合物の環境中への排出は、人為的な排出のほか、カドミウムを含む岩
石の風化や火山の噴火など、天然由来によるものが考えられます。
　環境中へ排出されたカドミウムは、大部分が土壌粒子や水底の泥などに吸着され、一部が水に溶
けると考えられます。土壌中のカドミウムは植物に吸収されますが、植物への蓄積に影響を及ぼす
要素は、土壌のカドミウム濃度とpHとされています。土壌のpHが高いと土壌粒子へのカドミウム
の吸着性が大きくなり、その結果、植物にカドミウムが吸収されにくくなるとされています。ま
た、カドミウムは、土壌中の酸素が少ない状態（還元状態）では、硫黄と結合して水に溶けにくく
なります。このため、水稲がカドミウムを吸収・蓄積する時期（出穂3週間前から収穫10日前まで）
に、水田の土壌表面に空気が触れないように水を張った状態（還元状態）を保つと、土壌中のカド
ミウムは水に溶けにくくなり、米のカドミウム吸収が低減することが確認されています。
　大気中へ排出された場合は、大気中の微粒子などに吸着して長距離を移動し、大気中の滞留時間
（地表に沈降するまでの日数）は1～10日とされています。地表へは降雨などによって降下します。

健康影響情報
毒性　カドミウムと塩化カドミウムの変異原性については、人とマウスの染色体異常試験で陽性を示したと報告
されています。発がん性に関しては、実験動物によって多くの研究がなされ、ラットにカドミウムを含む空気を
吸入させたり、注射や口からカドミウムを投与した実験で、精巣、肺、前立腺、造血系などに腫瘍の発生が報告
されています。
　国際がん研究機関（IARC）はカドミウム及びその化合物をグループ1（人に対して発がん性がある）に分類し
ていますが、わが国の食品安全委員会は、一般環境に居住する人において、長期にわたる低濃度のカドミウムの
取り込みが発がんを発症させると結論することは困難であり、発がんに関する知見について引き続き注意を払っ
ていく必要があるとしています。
　カドミウムに関する疫学調査は世界各国で行われており、口から長期間にわたってカドミウムを取り込むと、
近位尿細管機能障害（腎臓の組織の一部である近位尿細管の再吸収機能が影響を受け、低分子量たんぱく質の尿
中排せつ量が増加する障害）を主な症状とする腎機能障害が生じることが知られています。
　わが国では、日本人を対象とした2つの疫学調査のデータを根拠として、カドミウムのTWI（耐容週間摂取量）
が設定されています。
　一つめは、米のカドミウム濃度が高い地域と低い地域の住民を対象とした調査です。この調査においては1週
間のカドミウム摂取量が体重1kg当たり0.0144mg以下では、近位尿細管機能障害の発生頻度に地域差はありま
せんでした。
　二つめは、低～中程度のカドミウム汚染地域と非汚染地域で、農業に従事する女性を対象とした調査です。こ
の調査では、調査対象者のうち17.9～29.8％の人は、1週間のカドミウム摂取量が体重1kg当たり0.007mgを超
えていることが確認されましたが、0.007mgを超えない人に比べて、近位尿細管機能障害の発生頻度に差はあ
りませんでした。
　これらの疫学調査の結果から、2010年にわが国の食品安全委員会は、カドミウムのTWIを1週間に体重1kg当
たり0.007mgと評価しました。
　この評価を受けて水道水質基準は2010年に、従来の0.01mg/L以下から0.003mg/Lに改正され、水質環境基
準と地下水環境基準も2011年に0.003mg/Lに改正されました。また、農用地に係る土壌環境基準についても
2010年に、食料を生産する機能を保全する観点に基づき「米1kgにつき0.4mg以下であること」と改正されま
した。
　なお、これまで、国連食糧農業機関（FAO）と世界保健機関（WHO）の合同食品添加物専門家会議（JECFA）
では、各国のカドミウムばく露状況から、腎皮質のカドミウム蓄積量が200mg/kgを超えると腎機能の障害が
おこる可能性があるとして、PTWI（暫定耐容週間摂取量）を1週間に体重1kg当たり0.007mgと設定していま
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した。このPTWIについて、2010年にJECFAは再評価を行い、カドミウムは体内での半減期が長いことから、
週単位ではなく1ヵ月間の耐容摂取を評価すべきであるとしてPTWIを取り下げ、1ヵ月間に体重1kg当たり
0.025mgとするPTMI（暫定耐容月間摂取量）を設定しました。
　カドミウムを呼吸によって取り込むことに関して、WHOでは、発がん性に基づいて、農業活動が行われて
いない都市部や工業地帯では大気中濃度が0.00001～0.00002mg/㎥であれば許容できるが、農業地帯では
0.000001～0.000005mg/㎥の水準を超えるべきではないとして、欧州の大気質ガイドラインを0.000005mg/
㎥と設定しています。
　このほか、生殖・発生毒性に関する動物実験の結果も報告されています。ラットやマウスにカドミウムを餌に
混ぜて与えた実験では、同腹子数（1回の分娩で生まれた子の数）の減少、胎子の死亡や胎子の成長阻害及び奇
形などがみられ、この実験結果から求められる口から取り込んだ場合のLOAEL（最小毒性量）は体重1kg当た
り1日0.0069mgでした。

体内への吸収と排出　人がカドミウムを体内に取り込む可能性があるのは、食物や飲み水、呼吸などによると
考えられます。体内に取り込まれた場合は、腸管で吸収され、腎皮質に吸収された量の3分の1が、肝と筋肉に
それぞれ約4分の1ずつが蓄積するとされています。脳、脂肪組織、骨への蓄積量は非常に少ないとされていま
す。蓄積されたカドミウムが半分の濃度になる期間は長いとされており、腎臓における半減期は12～23年、肝
臓における半減期は約8年、非喫煙者の腎皮質における半減期は20～50年と推定する算出結果が報告されていま
す。日本人を対象にした排せつに関する研究では、口から取り込まれたカドミウム量の92～98％が便に含まれ
て排せつされています。
　なお、たばこ1本には約0.001～0.002mgのカドミウムが含まれているとされています。その約10％が肺に吸
入され、さらにその約50％が体内に吸収されるとされています。

影響　カドミウムは自然界に広く分布し、ほとんどの食品に天然由来のカドミウムが多少なりとも含まれていま
す。わが国では各地に鉱床や廃鉱山がたくさん存在していることから、米に含まれる濃度が比較的高く、米から
カドミウムを取り込む割合が食品全体の約半分を占めるとされています。
　米に含まれるカドミウムの濃度について、食品衛生法に基づく基準は1970年に「1.0ppm未満」と定められて
以降変更されていませんでしたが、上記の食品安全委員会の再評価を受けて2010年に「玄米及び精米で0.4ppm
（0.4mg/kg）以下」と改正されました。ただし、1970年以降も0.4以上1.0ppm未満の米は国の指導により非食
用に処理されており、実質的には0.4ppm以上の米は食用として流通していなかったと考えられます。
　2010年国内産米のカドミウム含有調査では、197点のうち196点が新しい基準を下回っていました。なお、基
準超過した米は焼却処分されたため、流通していません。こうしたことに加えて、日本人の食生活の変化によっ
て1人当たりの米消費量が1962年のピーク時に比べて半減しており、日本人のカドミウムの摂取量は減少してい
ると考えられます。
　2007年の日本人の食品からのカドミウム摂取量は、平均体重53.3kgで換算して、1週間で体重1kg当たり
0.0028mgで、これは食品安全委員会によるカドミウムのTWIの40％にあたります。また、水道水からは水道水
質基準を超える濃度のカドミウムは検出されていませんが、河川からまれに環境基準を超える濃度が検出されて
います。
　大気中からは、最大で0.0000078mg/㎥の濃度のカドミウムが検出されています。
　なお、（独）産業技術総合研究所では、カドミウムについて詳細リスク評価を行っています。

化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法） －

PRTR対象物質 政令番号：特定1-75（旧政令番号：特定1-60）

比　重 － 水溶解度 －

環境基準（カドミウム）

　　土壌環境基準 0.01mg/L以下、農用地においては米1kgにつき0.4mg以下

　　地下水環境基準 0.003mg/L以下

　　水質環境基準（健康項目） 0.003mg/L以下

土壌汚染対策法の基準（第二種特定有害物質）

　　土壌溶出量基準 0.01mg/L以下

　　土壌含有量基準 150mg/kg以下

　　地下水基準 0.01mg/L以下

　　第二溶出量基準 0.3mg/L以下

その他の法令の基準

　　水道法：水質基準値 0.003mg/L以下（カドミウムとして）

　　労働安全衛生法：管理濃度 0.05mg/㎥（カドミウムとして）
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物質名 
No.14 六価クロム化合物 CAS

番号

クロム酸（無水）：1333-82-0
クロム酸鉛：7758-97-6
二クロム酸カリウム：7778-50-9
クロム酸ストロンチウム：7789-06-2
二クロム酸ナトリウム：10588-01-9
クロム酸亜鉛：13530-65-9
クロム酸カルシウム：13765-19-0

用　途

　クロムには多くの種類の化合物があり、クロムのイオンの価数が三価のものを三価クロム
化合物、六価のものを六価クロム化合物といいます。六価クロム化合物には多くの種類の化
合物があり、代表的な化合物としては以下があります。
・�クロム酸（無水）：常温で暗赤色の固体。水に溶けやすい。 顔料の原料、窯業原料、研磨材、
酸化剤、メッキや金属表面処理。

・�クロム酸鉛：紅鉛鉱として天然に存在する。常温で黄色または赤黄色の固体。水に溶けに
くい。 黄色顔料。

・�二クロム酸カリウム（別名：重クロム酸カリウム）：常温で橙赤色の固体。水に溶けやす
い。顔料の原料、染色用剤、酸化剤・触媒、マッチ・花火・医薬品などの原料、着火剤。

・クロム酸ストロンチウム：常温で淡黄色の固体。 塗料や絵の具の原料。
・�二クロム酸ナトリウム（別名：重クロム酸ナトリウム）： 常温で橙黄色の固体。水に溶けや
すい。クロム化合物の原料、顔料・染料などの原料、酸化剤・触媒、金属表面処理、皮な
めし、防腐剤、分析用試薬。

・クロム酸亜鉛：常温で黄色の固体。水に溶けにくい。錆止め塗料の原料。
・クロム酸カルシウム：常温で淡赤黄色の固体。着色料。
　なお、自動車部品のクロメート（亜鉛メッキなどの後処理として耐食性を与えるためにク
ロム酸塩の被膜をつけること）に六価クロムが使われてきましたが、わが国の自動車業界は、
2008年1月以降、その使用を廃止するために自主的な取り組みを進めています。

環境中での
動き

　環境中へ排出された六価クロム化合物は、河川や海、土壌、水底の泥に存在していると考
えられます。土壌中に入った六価クロムは、少量の場合は有機物などとの反応によって容易
に還元されて三価クロムに変化し、水に溶けにくい形になると考えられますが、大量に入る
と六価クロムのまま土壌中に存在したり、地下水に入ります。

健康影響情報

毒性　生物細胞やヒトリンパ球を用いた染色体異常試験などの変異原性の試験で、陽性を示したと報告さ
れています。また、クロム酸やクロム酸系顔料の製造、クロムメッキなどの工場などの従業員にみられ
る肺がんについて、六価クロム化合物の関与が認められており、国際がん研究機関（IARC）は六価クロ
ム化合物をグループ1（人に対して発がん性がある）に分類しています。日本でも、クロム酸製造従事
者における肺がんが職業がんとして認定されています。
　この他、六価クロム化合物の毒性として、溶液にさわったり、非常に細かい蒸気を吸い込むことに
よって、手足、顔などに発赤、発疹が起こり、炎症が生じることが知られています。また、鼻の粘膜や
のどへも炎症が生じやすく、ひどくなると鼻中隔の内部の組織にまで炎症が及ぶことがあります。
　また、重クロム酸カリウムを餌に混ぜてラットに与えた実験では、親ラットの生殖能の低下、子ラッ
トの体重の減少や生存率の低下がみられました。
　世界保健機関（WHO）では六価クロム化合物の飲料水の最大許容濃度を0.05mg/Lとしています。こ
れに基づいて水道水質基準や水質環境基準が設定されています。

体内への吸収と排出　人が一般的に六価クロム化合物を体内に取り込む可能性があるのは、飲み水や呼吸
によると考えられます。体内に取り込まれた場合は、細胞膜を透過しやすいので体内に吸収され、細胞
内では直ちに三価へ還元された後、蓄積されたり、尿に含まれて排せつされると考えられます。また、
飲み水によって体内に取り込んだ場合の排せつは比較的早いとの報告があります。
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影響　水道水や河川からは水道水質基準値や水質環境基準を超える濃度の六価クロム化合物は検出されて
いませんが、過去に汚染された地下水からは一部でまだ環境基準を超える濃度が検出されています。こ
れらの汚染された地下水を長期間飲用するような場合を除いて、飲み水を通じて口から取り込むことに
よる人の健康への影響は小さいと考えられます。
　環境省の有害大気汚染物質モニタリング調査はクロム全量で測定されており、六価クロム化合物のみ
の大気中の濃度は不明です。
　なお、（独）産業技術総合研究所では、六価クロムについて詳細リスク評価を行っており、この中で6
地点の大気中濃度を測定しています。いずれの地点においても定量下限値（1地点は0.0000007mg/㎥、
5地点は0.0000011mg/㎥）を下まわる結果となっています。

化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法） －

PRTR対象物質 政令番号：特定1-88（旧政令番号：特定1-69）（六価クロム化合物）

比　重 － 水溶解度 －

環境基準（六価クロム）

　　土壌環境基準 0.05mg/L以下

　　地下水環境基準 0.05mg/L以下

　　水質環境基準（健康項目） 0.05mg/L以下

土壌汚染対策法の基準（第二種特定有害物質）

　　土壌溶出量基準 0.05mg/L以下

　　土壌含有量基準 250mg/kg以下

　　地下水基準 0.05mg/L以下

　　第二溶出量基準 1.5mg/L以下

その他の法令の基準

　　水道法：水質基準値 0.05mg/L以下（六価クロムとして）

　　労働安全衛生法：管理濃度 クロム酸及びその塩　　0.05mg/㎥（クロムとして）
重クロム酸及びその塩　0.05mg/㎥（クロムとして）
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物質名 
No.15 シアン化合物 CAS

番号

シアン化水素：74-90-8
シアン化カリウム：151-50-8
シアン化ナトリウム：143-33-9
シアン化カルシウム：592-01-8
塩化シアン：506-77-4

用　途

　無機シアン化合物は、シアノ基（-CN）を含む無機化合物で、代表的なものにはシアン化
水素、シアン化カリウム、シアン化ナトリウム、シアン化カルシウム、塩化シアンなどがあ
ります。
・�シアン化水素：別名青酸と呼ばれています。常温で無色透明の液体または気体で、水に溶
けやすい物質です。ゴム、樹脂や繊維の原料となるアクリロニトリルや、乳酸などの有機
化合物や殺鼠剤の原料に使われるほか、農薬の原料などに使われています。また、鉱石に
含まれている金属を取り出すためにも使われています。なお、シアン化水素は、たばこの
煙にも含まれています。

・�シアン化カリウム（別名：青酸カリ）：常温で無色透明または白色の固体で、水に溶けやす
い物質です。シアン化カリウムは、分析の際に障害となる金属イオンの除去などに使われ
たり、触媒、農薬や医薬品の原料としても使われています。

・�シアン化ナトリウム（別名：青酸ソーダ）：常温で白色の固体で、水に溶けやすい物質で
す。酸と反応するとシアン化水素ガスを発生します。主に飼料添加剤の原料に使われてい
ます。また、メッキに使われたり、金の精錬や非鉄金属から銅や銀などを抽出する際に使
われるほか、顔料の原料として使われています。

・�シアン化カルシウム：常温で特徴的な臭いのある無色透明または白色の固体です。農薬の
原料として使われています。

・�塩化シアン：常温で無色透明の気体または液体です。シアンイオンを塩素処理すると生成
されたり、アンモニウムイオンと塩素との反応によっても生成され、塩素消毒などの副生
成物のひとつです。

　なお、ライマ豆、アーモンド、杏仁、梅などには、シアン配糖体（シアンが糖分と結合し
た物質）が含まれており、加水分解や酵素反応によってシアン化水素を発生することが知ら
れています。

環境中での
動き

　大気中へ排出された無機シアン化合物は、主にシアン化水素として存在しますが、シアン
化水素の分解速度は比較的遅く、化学反応によって半分の濃度になるのに、0.8～1.5年かか
るとされています。シアン化ナトリウムやシアン化カリウムなどの無機シアン化合物が粒子
状の状態で大気中に存在した場合は、降雨・降雪や重力によって地表に降下するとされてい
ます。また水中では、シアン化水素の場合、酸素が十分で、シアン化水素でならして分解し
やすいようにした活性汚泥（汚水を浄化する働きをもつ微生物のかたまり）では容易に分解
され、二酸化炭素とアンモニアを生じるとされています。

健康影響情報

毒性　無機シアン化合物は、非常に強い毒性をもっています。これはシアン化合物が呼吸酵素の中の鉄と
結合することによって、組織呼吸（内呼吸ともいわれ、血液で運ばれた酸素が各組織に取り込まれ、そ
こで生じた二酸化炭素を取り去る過程）を抑制するためです。高濃度のシアン化合物を取り込んだ場合
は短時間で死に至ります。
　また、低濃度のシアン化合物を取り込み続けると、頭痛、めまいなどを起こすとの報告があります。
　ラットに高濃度のシアン化ナトリウムを13週間、飲み水に混ぜて与えた実験では、精巣重量などの減
少が認められ、この実験結果から求められる口から取り込んだ場合のNOAEL（無毒性量）は、シアン
に換算して体重1kg当たり1日4.5mgでした。この実験結果から、TDI（耐容一日摂取量）は、シアンに
換算して体重1kg当たり1日0.0045mgと算出され、これに基づいて、シアン化物イオン及び塩化シアン
の水道水質基準は0.01mg/L以下と設定されています。2007年に、食品安全委員会はシアンのTDIを再
評価しました。再評価の結果、上記の実験に基づいて同じ値のTDIが算出されました。
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　また、シアン化カリウムを飲み込んだ場合の致死量は、人の事故事例や動物実験によってほぼ150～
300mgとされています。この致死量に基づいて安全率を見込んだ許容限度を2mg/Lと算出して、これ
にさらに安全率を見込んで、水質環境基準は全シアンとして検出されないこと（定量限界0.1mg/L）と
設定されています。
　この他、ラットにジシアンを含む空気を6ヵ月間吸入させた実験では、体重減少が認められ、この実
験結果から求められる呼吸によって取り込んだ場合のNOAELは、シアンに換算して24mg/㎥でした。

体内への吸収と排出　人が無機シアン化合物を体内に取り込む可能性があるのは、飲み水や食物によると
考えられます。また、シアン化水素が気体になった場合は、呼吸や皮膚からも取り込まれる可能性があ
ります。致死量以下のシアン化物が体内に取り込まれた場合は、急速に体内で分解され、尿に含まれて
排出されます。

影響　水道浄水からは水道水質基準を超える濃度は検出されていませんが、水道水の原水においては、過
去に水道水質基準を超える濃度の全シアンがまれに検出されています。このような汚染された水を長期
間飲用するような場合を除いて、飲み水を通じて口から取り込むことによる人の健康への影響は小さい
と考えられます。また、河川や地下水からは定量限界0.1mg/Lを超える濃度の全シアンは検出されてい
ません。
　また、呼吸によって取り込んだ場合については、（独）製品評価技術基盤機構及び（財）化学物質評価研
究機構の「化学物質の初期リスク評価書」では、体重減少が認められたラットの実験におけるNOAELと
大気中濃度の推計値を用いて評価し、この場合も、現時点では人の健康へ悪影響を及ぼすことはないと
判断しています。
　なお、食品衛生法では、シアン化合物を天然に含有しているライマ豆などの使用を、生あんの製造の
みに限定しています。

化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法） －

PRTR対象物質 政令番号：1-144（旧政令番号：1-108）
（無機シアン化合物錯塩及びシアン酸塩を除く）

比　重 － 水溶解度 －

環境基準（全シアン）

　　土壌環境基準 検出されないこと

　　地下水環境基準 検出されないこと

　　水質環境基準（健康項目） 検出されないこと

土壌汚染対策法の基準（第二種特定有害物質）

　　土壌溶出量基準 検出されないこと

　　土壌含有量基準 50mg/kg以下（遊離シアンとして設定）

　　地下水基準 検出されないこと

　　第二溶出量基準 1mg/L以下

その他の法令の基準

　　水道法：水質基準値 0.01mg/L以下（シアンとして）

　　労働安全衛生法：管理濃度
シアン化カリウム　　3mg/㎥（シアンとして）
シアン化ナトリウム　3mg/㎥（シアンとして）
シアン化水素　　　　3ppm



146

物質名 
No.16 水銀及びその化合物 CAS

番号

水銀：7439-97-6
塩化水銀（II）：7487-94-7
酸化水銀（II）：21908-53-2
塩化メチル水銀：115-09-3

用　途

　水銀は、常温で液体である唯一の金属で、水に溶けにくい銀色の物質です。他の金属と
違って低温で固体から液体になり、また常温でも揮発します。水銀は自然界では硫黄と結合
しやすいため、硫化水銀（辰砂）の形で存在することが多く、硫化水銀は、紀元前から赤色
顔料などとして用いられ、金メッキをする際にも利用されてきました。
　水銀は、各種電極や金･銀などの抽出液などに使われているほか、身近なところでは、血圧
計、体温計、温度計などの計器類、水銀灯、蛍光灯などに使われています。また、かつては
虫歯に詰めたりするアマルガムや消毒薬のマーキュロクロムにも多く使われていましたが、
現在ではほとんど使われていません。なお、水銀は石炭中にも微量に含まれています。
　水銀の化合物には、塩化水銀（II）、酸化水銀（II）や塩化メチル水銀などがあります。
・�塩化水銀（II）：水に溶けやすく、常温で白色の固体です。殺菌剤や防腐剤、実験用試薬や
合成樹脂製造の際の触媒などに使われています。

・�酸化水銀（II）：常温では固体で、赤色と黄色の2種類があります。磁器顔料の希釈剤、試薬
の触媒などに使われています。

・�塩化メチル水銀：常温で白色の固体で、試薬として使われています。なお、有機水銀中毒
として知られる水俣病は、アセトアルデヒドの製造過程で触媒として使われていた無機水
銀化合物から塩化メチル水銀が副生され、これを処理しないまま排水として川や海へ排出
したことから起きたものです。

環境中での
動き

　大気中へ排出された水銀は、ほとんどが水銀蒸気として存在すると考えられます。人為的
な排出以外にも、水銀蒸気として地殻や海などから揮発したり、火山からの噴出によって、
大気中に放出されます。大気中での残留時間は、報告によって6日から6年間までと幅があり
ます。多くは雨とともに地表に降下します。土壌中や水中では再び水銀蒸気に戻ったり、微
生物によって有機水銀化合物に変化するものもあります。さらに、水と食物の両方から食物
連鎖を通じて水生・海洋動物に生物濃縮すると考えられています。
　なお、水銀は地殻の表層部には重量比で0.00002％程度存在し、クラーク数で65番目に多
い元素です。

健康影響情報

毒性　水銀及びその化合物は、その形態によって毒性が異なります。
　　水銀は脳の中に蓄積しやすく、体内で酸化反応を受ける前に脳に移行すると水銀によって中枢神経障
害を起こすおそれがあります。職業上、空気中から水銀蒸気を取り込んだ事例の報告から、呼吸によっ
て取り込んだ場合のLOAEL（最小毒性量）は0.02mg/㎥と考えられ、これに基づいて有害大気汚染物
質の指針値が設定されています。
　また、口から水銀を取り込んだ場合について、子どもが体温計の水銀を誤って飲み込んだ事故では影
響はほとんどみられなかったと報告されています。塩化水銀（II）の場合、動物に長期間、口から取り込
ませたいくつかの実験では、尿細管の変性及び壊死、腎症などの重い腎臓障害などが報告されています。
　有機水銀化合物は、無機水銀化合物に比べて毒性が強いとされています。メチル水銀は神経細胞中の
たんぱく質の構造を変えることによって、神経細胞を変性、壊死させると考えられており、特に胎児へ
の影響が大きいとされています。魚介類中に含まれる水銀は、そのほとんどがメチル水銀の形態で含ま
れていることから、厚生労働省では、妊婦に対して、水銀（メチル水銀）を含む魚介類等の摂取につ
いて注意事項を公表し、バランスよく魚介類をとるよう注意を促しています。また、妊婦を対象とした
メチル水銀のTWI（耐容週間摂取量）を、1週間に体重1kg当たり0.002mgと算出しています。国連食
糧農業機関（FAO）と世界保健機関（WHO）の合同食品添加物専門家会議（JECFA）では、2003年
に、胎児への影響を考慮して、メチル水銀のPTWI（暫定耐容週間摂取量）を1週間に体重1kg当たり
0.0016mgと再評価しています。
　水道水質基準や水質環境基準は、魚介類の食品としての暫定的規制値（総水銀0.4ppm、メチル水銀
0.3ppm）を超えない濃度となるように設定されています。
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　塩化水銀（II）は、マウスの骨髄細胞を使った染色体異常試験で陽性を示したと報告されています。ま
た、水銀も、マウスを使った変異原性を調べる試験で陽性を示したと報告されています。水銀元素の変
異原性に関して、国際化学物質安全性計画（IPCS）は、動物試験データは得られておらず、人が職業上
で取り込んだ場合については、限定的な情報ではあるが、突然変異の可能性は示されていないとしてい
ます。
　発がん性については、国際がん研究機関（IARC）ではメチル水銀化合物をグループ2B（人に対して
発がん性があるかもしれない）に分類し、水銀及び無機水銀化合物はグループ3（人に対する発がん性
については分類できない）に分類しています。

体内への吸収と排出　人が水銀及びその化合物を体内に取り込む可能性があるのは、水銀の場合は呼吸、
水銀化合物の場合は食物や飲み水によると考えられます。口から取り込まれた場合には、水銀はほとん
ど吸収されずに、そのままの形で便や尿に含まれて排せつされます。呼吸によって取り込まれた場合に
は、血液を通して全身に運ばれ、二価水銀へ酸化されてから、尿や便に含まれて排せつされ、約1～2カ
月で半分の濃度になるとされています。
　水銀化合物である塩化水銀（II）では、口から人の体内に取り込まれた場合の吸収率は平均5～7％と
され、主に尿や便から排せつされます。半分の濃度になる期間は水銀とほぼ同じです。

影響　環境省の2009年度の調査では、大気中からは有害大気汚染物質の指針値を超える濃度の水銀及び
その化合物は検出されておらず、呼吸に伴う人の健康への影響は小さいと考えられます。
　厚生労働省の調査では、日本人の食品からの水銀（総水銀）の摂取量は、1994～2003年の10年間の
平均では、1週間に体重1kg当たり0.0012mgと報告されています。摂取される水銀をすべてメチル水銀
と仮定しても、メチル水銀のTWIやPTWIよりも低く、平均的な食生活をしている限り、健康への影響に
ついて懸念されるレベルではないと考えられます。また、水道水からは水道水質基準を超える濃度の水
銀は検出されていませんが、河川や地下水から水質環境基準を超える濃度の水銀がまれに検出されてい
ます。このような汚染された水を長期間飲用するような場合を除いて、飲み水などを通じて口から取り
込むことによる人の健康への影響は小さいと考えられます。

化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法） 監視化学物（酸化水銀（II））

PRTR対象物質 政令番号：1-237（旧政令番号：1-175）

比　重 － 水溶解度 －

環境基準（総水銀、アルキル水銀）

　　土壌環境基準 0.0005mg/L以下（総水銀）、検出されないこと（アルキル水銀）

　　地下水環境基準 0.0005mg/L以下（総水銀）、検出されないこと（アルキル水銀）

　　水質環境基準（健康項目） 0.0005mg/L以下（総水銀）、検出されないこと（アルキル水銀）

土壌汚染対策法の基準（第二種特定有害物質）

　　土壌溶出量基準 水銀0.0005mg/L以下であり、かつ、アルキル水銀が検出されないこと

　　土壌含有量基準 15mg/kg以下

　　地下水基準 水銀0.0005mg/L以下であり、かつ、アルキル水銀が検出されないこと

　　第二溶出量基準 水銀0.005mg/L以下であり、かつ、アルキル水銀が検出されないこと

その他の法令の基準

　　水道法：水質基準値 0.0005mg/L以下（水銀として）

　　労働安全衛生法：管理濃度 水銀及びその無機化合物　0.025mg/㎥（水銀として）
アルキル水銀化合物　　　0.01mg/㎥（水銀として）

※アルキル水銀とは、メチル基､ エチル基などのアルキル基と水銀が結びついた有機水銀化合物の総称です。
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物質名 
No.17 セレン及びその化合物 CAS

番号

セレン：7782-49-2
亜セレン酸：7783-00-8
亜セレン酸ナトリウム:10102-18-8
セレン化水素：7783-07-5
六フッ化セレン：7783-79-1
二硫化セレン：7488-56-4

用　途

　セレンは、常温で赤褐色から暗灰色の固体です。わが国では、セレンは銅精錬やコピー機
感光ドラムのスクラップ精錬に伴って生産され、その生産量は世界の約25％にのぼり、最大
の生産国になっています。セレンは光を受けると電気を流す性質があるため、コピー機の感
光ドラムや太陽電池に使われています。また、ガラスや陶磁器などの赤、ピンク、橙黄色の
着色剤や顔料、ガラスに含まれる不純物の色を吸収する消色剤、合金の添加剤として用いら
れるほか、セレンが欠乏している地域の土壌改良剤にも使われています。
　セレンの化合物には、亜セレン酸、亜セレン酸ナトリウムやセレン化水素など、多くの種
類があります。
・�亜セレン酸：常温で無色または白色の固体です。試薬、酸化剤や顔料などに使われていま
す。

・�亜セレン酸ナトリウム：常温で白色の固体で、吸湿性があります。ガラスの着色剤や消色
剤、顔料、軽金属のメッキ処理剤や動物用飼料などに使われています。

・�セレン化水素：常温で無色の気体で、ニンニク臭があります。半導体を製造する工程で使
われています。

・六フッ化セレン：常温で無色の気体です。電気絶縁体や半導体に使われています。
・�二硫化セレン：常温で赤黄色の固体です。ふけ取りシャンプーの原料や動物用医薬品など
に使われています。

環境中での
動き

　セレンは地殻の表層部には重量比で0.00001%程度存在し、クラーク数で70番目に多い元
素です。セレン及びその化合物の環境中への排出は、人為的な排出のほか、セレンを含む岩
石の風化による土壌への浸出や火山の噴火など、天然由来によるものが考えられます。
　セレンが大気中へ排出された場合、大部分は粉じんの沈降や降雨などによって地表へ降下
すると考えられます。また、セレン化水素が大気中へ排出された場合、化学反応によって3～
6時間でセレン化水素としては半分の濃度になると推定されています。土壌中でのセレンの動
きについては、pHと土層の酸化還元状態が重要な要素とされています。セレンの植物への吸
収性についても、土壌の型やpHに影響されると考えられています。一般的には、セレン濃度
が高い土壌は乾燥地域、低い土壌は湿潤地域に分布するとされています。

健康影響情報

毒性　セレンは人にとって必須元素とされ、過酸化水素や遊離過酸化物を還元する酵素を構成する物質
です。セレンの欠乏が原因と疑われる疾患として中国東北部の克山病（心筋障害の一種）があげられて
います。また、家畜の筋ジストロフィーや成長阻害に対して、セレンを与えることで予防できた事例も
報告されています。一方、過剰なセレンの摂取は、人や家畜の健康に影響を与えます。このため、セレ
ンの食事摂取基準は、例えば30～49歳の場合、推奨量が男性で1日当たり0.03mg、女性で0.025mg、
耐容上限量（健康障害をもたらす危険がないとみなされる習慣的な摂取量の上限）が男性で1日当たり
0.3mg、女性で0.23mgとされています。
　また、0.24mg（体重1kg当たり1日0.004mgに相当）のセレンを食物から摂取した場合、人に毒性は
認められませんでした。この報告から、NOAEL（無毒性量）を体重1kg当たり1日0.004mg以下と推定
し、これに基づいて水道水質基準や水質環境基準が設定されています。
　なお、ラットに体重1kg当たり1日15mgの硫化セレンを103週間、口から与えた実験で、肝細胞がん
の増加が報告されています。国際がん研究機関（IARC）はセレン及びその化合物をグループ3（人に対
する発がん性については分類できない）に分類しています。
　また、作業環境においてはセレンを吸い込むことによって、眼や呼吸器への刺激などが認められてい
ます。
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体内への吸収と排出　人がセレンを体内に取り込む可能性があるのは、食物や飲み水、呼吸によると考え
られます。体内に取り込まれた場合は、肝臓や腎臓をはじめ全身に分布し、代謝物に変化し、主に尿に
含まれて排せつされます。

影響　日本人のセレン摂取量は平均で1日約0.1mgといわれています。また、水道水からは水道水質基準
を超える濃度のセレンは検出されていません。最近の測定では、河川や地下水からも、環境基準を超え
る濃度のセレンは検出されていません。汚染された水を長期間飲用するような場合を除いて、飲み水な
どを通じて口から取り込むことによる人の健康への影響は小さいと考えられます。
　また、セレンは大気中から検出されていますが、呼吸によって取り込んだ場合の人の健康への影響を
評価できる情報も現在のところ報告されていません。

化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法） －

PRTR対象物質 政令番号：1-242（旧政令番号：1-178）

比　重 － 水溶解度 －

環境基準（セレン）

　　土壌環境基準 0.01mg/L以下

　　地下水環境基準 0.01mg/L以下

　　水質環境基準（健康項目） 0.01mg/L以下

土壌汚染対策法の基準（第二種特定有害物質）

　　土壌溶出量基準 0.01mg/L以下

　　土壌含有量基準 150mg/kg以下

　　地下水基準 0.01mg/L以下

　　第二溶出量基準 0.3mg/L以下

その他の法令の基準

　　水道法：水質基準値 0.01mg/L以下（セレンとして）

　　労働安全衛生法：管理濃度 －
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物質名 
No.18 鉛及びその化合物 CAS

番号

鉛：7439-92-1
一酸化鉛：1317-36-8
二酸化鉛：1309-60-0
硝酸鉛：10099-74-8

用　途

　鉛は、鉄に比べて1.4倍重い元素で、青みを帯びた白色または銀灰色の光沢をもつ金属で
すが、空気にふれると酸化されて鉛色（青灰色）に変色します。比較的柔らかく、加工が容
易なため、古代エジプトの遺跡からは鉛のメダルが発見されています。ローマ遺跡でも鉛の
水道管がみられます。また、その毒性も古くから知られ、医学の父と呼ばれるヒポクラテ
スは、紀元前370年頃に、金属精錬作業者の腹痛の原因が鉛中毒であることを指摘していま
す。このように鉛は、古代から人類と深くかかわってきた金属で、現在も鉛はその化合物と
ともに多方面で利用されています。
　鉛は、主にバッテリー（蓄電池）として使われています。バッテリーは、鉛と希硫酸の化
学反応を利用して充電や放電を行います。この他、はんだの原料としても使われています。
はんだは、鉛とスズの合金で、電子部品の接続材料の主流を占めています。このほか、鉛は
ガンマ線などの放射線の遮へいのためにも使われています。
　また、猟銃の弾丸や釣りの錘にも一部使われており、野生生物への影響や土壌汚染が問題
となっています。鉛散弾による水鳥の中毒事故を防止するために、2000年度の猟期から、鉛
散弾の使用を禁止する「鉛散弾規制地域」を都道府県が設定する制度が設けられています。
　なお、かつてはノッキングを起こりにくくするために、自動車のガソリンに鉛の化合物が
添加されていましたが、現在ではレギュラーガソリン、ハイオクガソリンとも鉛の添加は禁
止されています。
　鉛の化合物には、酸化鉛や硝酸鉛などがあります。
　酸化鉛には一酸化鉛や二酸化鉛などがあります。
・�一酸化鉛：赤色から黄色の固体で、屈折率を高めるためにガラスに加えられ、その含有率
が24％以上のものはクリスタルガラスと呼ばれています。この他、蛍光灯やテレビのブラ
ウン管、塩化ビニル樹脂の安定剤の原料などに使われています。

・�二酸化鉛：褐色の固体で、バッテリーの電極に使われるほか、サッシ用パテや建築用シー
リング剤に利用されるプラスチックを製造する際の硬化剤としても使われます。

・硝酸鉛：白色または透明の固体で、マッチや爆薬の原料として使われます。

環境中での
動き

　土壌中の鉛は、鉱物表面や土壌中の有機物に吸着するため、鉛を吸着した土壌粒子が侵食
されることによって、河川などに移動する可能性があります。河川では、鉛やその化合物の
多くは水に溶けにくく、主に水中の粒子などに吸着した形で存在していると考えられます。
大気中ではおもに粒子で存在し、風や雨とともに地表に降下すると考えられます。また、鉛
の粒子は非常に小さいため、遠くまで運ばれることが報告されています。
　なお、鉛は地殻の表層部には重量比で0.0015％程度存在し、クラーク数で36番目に多い元
素です。水や大気中から検出される鉛には、人為的な排出のほかに地質に起因するものが含
まれます。

健康影響情報

毒性　硝酸鉛は、マウスの骨髄細胞を使った変異原性の試験で、陽性を示したと報告されています。この
他、ハムスターやラットに硝酸鉛や酢酸鉛を静脈注射した試験では、母体内にある胚（胎子になる前段
階）の死亡率の上昇や生まれた子に奇形が認められています。
　発がん性に関しては、特定の無機鉛化合物については実験動物において発がん性を示す十分な証拠が
入手できるとして、国際がん研究機関（IARC）は鉛の無機化合物をグループ2A（人に対しておそらく
発がん性がある）に分類しています。また、金属鉛及び有機鉛については発がん性の報告が不十分で評
価できないとして、鉛そのものをグループ2B（人に対して発がん性があるかもしれない）、鉛の有機化
合物をグループ3（人に対する発がん性については分類できない）に分類しています。
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　鉛は、人体への蓄積性があることから、消化管からの吸収率が高く、最も感受性が高い乳児の代謝研
究結果から、TDI（耐容一日摂取量）は体重1kg当たり1日0.0035mgと算出され、これに基づいて水
道水質基準や水質環境基準が設定されています。なお鉛は、人の臓器や組織に通常でも存在する物質で
す。また、食品安全委員会では現在、鉛のTDIについて検討を行っています。
　わが国では、自動車ガソリンの無鉛化対策や固定発生源に対する排出規制が推進された結果、1976年
時点ですでに鉛の大気汚染はかなり改善されたことから、健康への悪影響は考えられないと判断され、
大気環境基準は設定されていませんが、大気汚染防止法では有害物質として排出規制が行われていま
す。世界保健機関（WHO）は、鉛の大気質指針として0.0005mg/㎡を設定しています。

体内への吸収と排出　人が鉛を体内に取り込む可能性があるのは、食物や飲み水、呼吸によると考えられ
ます。また、乳幼児はものをしゃぶるため、土壌や室内の塵などから体内に取り込まれる割合が大人よ
り高くなっています。体内に取り込まれた場合は血中などに分布したあと、90％以上が骨に沈着しま
す。主に尿に含まれて排せつされますが、体内の濃度が半分になるには約5年かかり、長く体内に残り
ます。

影響　水道水の原水、河川や地下水においては、一部で水道水質基準や環境基準を超える濃度の鉛が検出
されています。
　鉛は、上水道の水道管として長い間利用されてきました。現在は水道用鉛管の使用は禁止されていま
すが、一部では既設の鉛管が取り替えられずに使われているところもあり、水道水からも検出されるこ
とがあります。そうした水道管を使っている家庭などでは、朝一番の水道水は、しばらく流してから飲
み水に使うことが勧められています。
　鉛は大気中からも検出されていますが、その濃度はWHOの大気質指針値よりも低いものでした。
　なお、（独）産業技術総合研究所では、鉛について詳細リスク評価を行っています。

化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法） －

PRTR対象物質 政令番号：1-304（鉛）特定1-305（鉛及びその化合物）（旧政令番号：1-230）（鉛化合物）

比　重 － 水溶解度 －

環境基準（鉛）

　　土壌環境基準 0.01mg/L以下

　　地下水環境基準 0.01mg/L以下

　　水質環境基準（健康項目） 0.01mg/L以下

土壌汚染対策法の基準（第二種特定有害物質）

　　土壌溶出量基準 0.01mg/L以下

　　土壌含有量基準 150mg/kg以下

　　地下水基準 0.01mg/L以下

　　第二溶出量基準 0.3mg/L以下

その他の法令の基準

　　水道法：水質基準値 0.01mg/L以下（鉛として）

　　労働安全衛生法：管理濃度 0.05mg/㎥（鉛として）
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物質名 
No.19 砒素及びその化合物 CAS

番号

砒素：7440-38-2
酸化砒素（V）：1303-28-2
三酸化砒素：1327-53-3
アルシン：7784-42-1

用　途

　砒素は、天然の硫砒鉄鉱から得られる物質で、金属と非金属の両方の性質をもつため、半
金属元素と呼ばれています。砒素にはさまざまな化合物があります。化合物には炭素を含ま
ない無機砒素化合物と、炭素を含む有機砒素化合物があります。PRTR制度の対象となって
いるのは砒素とその無機化合物です。
　砒素は、金属光沢のあるもろい灰色の固体で、二硫化砒素（花火の着色剤、塗料用の顔料）
の原料に使われたり、硬さを高めるために合金（銅など）に添加されるなどの用途がありま
す。また、ガリウム、インジウム、アルミニウムとの化合物は、半導体の原料としてすぐ
れ、半導体レーザーや赤色の発光ダイオードの原料などとして利用されています。
　代表的な無機化合物は三酸化砒素（以下「亜砒酸」と表記します）です。
・�亜砒酸：無味無臭の白色の固体で、ガラスの製造過程で気泡を消したり脱色するために用
いられたり、ガス脱硫剤、木材の防腐剤、砒素や他の砒素化合物の原料、歯科医療で歯の
神経を抜く際に使われる亜ヒ酸パスタ、シロアリ駆除などに使われています。

・�アルシン：ニンニクに似た臭いをもつ無色透明の気体で、半導体の原料ガスとして使われ
ています。

　なお、1998年までに、すべての砒素系農薬は農薬としての登録が失効されていますが、作
物残留性が認められることから、食品衛生法に基づいて残留農薬基準が定められています。

環境中での
動き

　砒素の大気中への排出量の1/3は天然由来であると見積もられており、なかでも火山活動
が主要な発生源となっています。大気中へ排出された砒素は、主に亜砒酸の形で粒子状物質
に吸着して存在しますが、降雨などによって土壌や河川に降下すると考えられます。
　水中へは、この他、鉱物から溶出したり、鉱泉、鉱山排水などに含まれて排出される可能
性があります。砒素は、十分に酸素が含まれている水中や水底の泥の中では、五価（砒酸塩）
の状態で存在し、深い湖の堆積物や地下水など、酸素の少ない状態では、主として三価（亜
砒酸塩）の状態で存在します。また、多くの砒素化合物は、土壌に吸着しやすい性質があり
ます。
　なお、砒素は、地殻の表層部には重量比で0.0005％存在し、クラーク数で49番目に多い元
素です。水中や土壌中、岩石、大気中に広く存在しています。

健康影響情報

毒性　人に対する砒素化合物の急性毒性の強さは、アルシン＞亜砒酸塩＞砒酸塩＞有機砒素化合物の順で
強いと考えられています。急性の中毒症状としては、めまい、頭痛、四肢の脱力、全身疼痛、麻痺、呼
吸困難、角化や色素沈着などの皮膚への影響、下痢を伴う胃腸障害、腎障害、末梢神経障害が報告され
ており、砒素化合物の致死量は体重1kg当たり砒素として1.5～500mgと考えられています。
　慢性の中毒症状としては、砒素に汚染された井戸水を飲んだことによって、皮膚の角質化や色素沈
着、末梢性神経症、皮膚がん、末梢循環器不全などが報告されています。
　亜砒酸は、マウスの骨髄細胞を使った染色体異常試験で陽性を示したと報告されています。
　発がん性に関しては、マウスに飲料水1L当たり0.5mgの五価の砒素を2年間、飲み水に混ぜて与えた
実験では、肺、肝臓、胃腸、皮膚に腫瘍の発生の増加が報告されています。また、砒素を含む農薬の製
造者及び使用者、銅の精錬作業に従事した作業者に、主に三価の砒素による肺がんが報告されていま
す。国際がん研究機関（IARC）は砒素及び砒素化合物をグループ１（人に対して発がん性がある）に分
類しています。
　国連食糧農業機関（FAO）と世界保健機関（WHO）の合同食品添加物専門家会議（JECFA）では、
さまざまな疫学調査や動物実験を総合的に判断して、砒素のPTWI（暫定耐容週間摂取量）を体重1kg
当たり1週0.015mg（体重1kg当たり1日0.0021mgに相当）としていました。これに基づいてわが国の
水道水質基準や水質環境基準は設定されています。なお、JECFAは2010年に、BMDL05を体重1kg当
たり1日0.002～0.007mgと算出し、従来のPTWIはもはや適切ではないとして取り下げる決定をしま
した。JECFAではいまのところ新たなPTWIを示していません。わが国の食品安全委員会では現在、砒
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素のリスク評価について検討を行っています。
　また、砒素及びその無機化合物について、米国の銅精錬所において呼吸によって取り込むことによる
肺がんの増加が報告されたことに基づき、「生涯にわたってその値の砒素及びその無機化合物を取り込ん
だ場合に、取り込まなかった場合と比べて10万人に1人の割合でがんに発症する人が増える水準」とし
て、2010年に有害大気汚染物質の指針値が設定されました。 

体内への吸収と排出　人が砒素及びその無機化合物を体内に取り込む可能性があるのは、主に食物や飲み
水、呼吸によると考えられます。体内に取り込まれた場合は、24時間以内に血液を介して肝臓、腎臓、
肺、脾臓や小腸粘膜に多く分布します。三価の砒素は五価に酸化されたり、有機砒素化合物に変化し
て、主に尿に含まれて排せつされますが、皮膚がむけたり、毛髪が抜けるときにも砒素が一緒に排せつ
されると考えられます。骨、爪、皮膚や毛髪には長期間残留するため、慢性中毒の指標として使われて
います。

影響　砒素はもともと自然界に存在するため、環境中から検出されています。水道浄水からは水道水質基
準を超える濃度は検出されていませんが、水道水の原水、河川や地下水からは水道水質基準や環境基準
を超える濃度が検出されています。これらは主に地質由来のものと考えられ、水道水の場合は原水の希
釈などによる対応がなされています。
　なお、無機砒素化合物ではありませんが、2003年には、茨城県神栖町（現：神栖市）で、ジフェニル
アルシン酸を主成分とする有機砒素化合物によって、きわめて高濃度の汚染が地下水で見つかり、この
地下水を飲用していた住民に立ちくらみ、歩行困難、手のふるえなどの症状が報告されています。世界
各地では、砒素に汚染された地下水の飲用によって深刻な健康被害が発生しています。
　食品からの摂取に関しては、ヒジキに無機砒素化合物が含まれていることが指摘されましたが、ヒジ
キを極端に多く摂取するのではなく、バランスのよい食生活を心がければ、健康上のリスクが高まるこ
とはないと考えられます。ヒジキ以外の海藻類などにも砒素は含まれていますが、それらのほとんど
は、毒性が低い有機砒素化合物であることが確認されています。
　大気中からは過去に、有害大気汚染物質の指針値を超える濃度の砒素が検出されています。

化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法） －

PRTR対象物質 政令番号：特定1-332（旧政令番号：特定1-252）（砒素及びその無機化合物）

比　重 － 水溶解度 －

環境基準（砒素）

　　土壌環境基準 0.01mg/L以下以下、かつ、農用地（田に限る。）においては、
土壌1kgにつき15mg未満であること

　　地下水環境基準 0.01mg/L以下

　　水質環境基準（健康項目） 0.01mg/L以下

土壌汚染対策法の基準（第二種特定有害物質）

　　土壌溶出量基準 0.01mg/L以下

　　土壌含有量基準 150mg/kg以下

　　地下水基準 0.01mg/L以下

　　第二溶出量基準 0.3mg/L以下

その他の法令の基準

　　水道法：水質基準値 0.01mg/L以下（砒素として）

　　労働安全衛生法：管理濃度 0.003mg/㎥（砒素として）
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物質名 
No.20 ふっ素及びその化合物 CAS

番号
ふっ化水素：7664-39-3
ふっ化ナトリウム：7681-49-4
ふっ化アンモニウム：12125-01-8

用　途

　ふっ化水素は、水素とふっ素の化合物で、ふっ化水素の水溶性塩にはふっ化ナトリウム、
ふっ化アンモニウムなどがあります。これらの物質の中で生産量が最も多いのはふっ化水素
です。
　ふっ化水素は、常温では無色透明の液体で、約20℃で沸騰して気体となります。水に溶け
やすく、その水溶液であるふっ化水素酸は弱酸性を示します。ガラスや金属（金、プラチナ
を除く）などをよく溶かすので、この性質を利用して電球の内側のつや消し、ガラスの表面
加工、ゴルフクラブのチタンヘッドやステンレス鍋などの表面処理などに使われたり、半導
体製造プロセスにおいても半導体の表面処理剤などに使われています。この他、ふっ素樹脂
加工したフライパンなどのふっ素樹脂原料としても使われています。今日、最も需要が多い
のは代替フロンの原料としての用途と考えられます。
　なお、ふっ素は反応性が高いため、自然界ではさまざまな元素と結合した化合物として存
在し、元素の形では存在しません。ホタル石はふっ素がカルシウムと結合したもので、氷晶
石はナトリウムとアルミニウムに結合したものです。虫歯予防のために歯科医がふっ化ナト
リウムを使用することがありますが、これは歯の表面にあるエナメル質に含まれるカルシウ
ムとふっ素を結合させることで歯をより硬くさせ、虫歯予防効果を目的としたものです。
　また、ふっ化アンモニウムは、半導体を製造する際にシリコン酸化膜を除去する薬剤など
として使用されています。

環境中での
動き

　環境中へ排出された場合、主に水中に存在すると予想されています。ふっ素は水中ではイ
オンとして存在します。また、ふっ素は地殻の表層部には重量比で0.03％程度存在し、ク
ラーク数で17番目に多い元素で、海域中には河川や湖沼中に比べて、比較的高濃度で存在し
ています。温泉水や火山地帯の地下水にはかなり高濃度のふっ化物イオンが含まれているこ
とがあります。

健康影響情報

毒性　ふっ素を継続的に飲み水によって体内に取り込むと、0.9～1.2mg/Lの濃度で12～46％の人に軽度
の斑状歯が発生することが報告されており、最近のいくつかの研究では1.4mg/L以上で、骨へのふっ素
沈着の発生率や骨折リスクが増加するとされています。斑状歯発生予防の観点から、水道水質基準及び
水質環境基準が設定されています。
　厚生労働省では、過剰摂取による健康被害の防止の観点から、栄養補助食品として用いるふっ素の上
限摂取量を1日4mg以下としています。
　ふっ化水素は、ラットの培養細胞を使った染色体異常試験で陽性を示したと報告されています。ふっ
化水素の発がん性について、国際がん研究機関（IARC）は評価していません。

体内への吸収と排出　人がふっ素を体内に取り込む可能性があるのは、飲み水や食物などによると考えら
れます。体内に取り込まれた場合は、甲状腺、動脈、腎臓では高濃度で分布し、尿に含まれて排せつさ
れますが、骨や歯に吸収されたふっ素はほぼ100％がその場所に沈着します。

影響　水道水の原水、河川や地下水から水道水質基準や環境基準を超える濃度のふっ素が検出されていま
す。水道水の原水で水道水質基準を超過している原因は、主として地質に由来するものと考えられてお
り、他の水源との混合希釈などの対応がなされています。なお、海水中では自然状態で水質環境基準値
を超過しているため、海域には環境基準が適用されません。また、海水の影響がある河川や湖沼の測定
地点のデータも評価から除外されます。
　魚介類や昆布など、食物からのふっ素の摂取量については信頼できるデータがありません。
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化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法） －

PRTR対象物質 政令番号：1-374（旧政令番号：1-283）（ふっ化水素及びその水溶性塩）

比　重 － 水溶解度 －

環境基準（ふっ素）

　　土壌環境基準 0.8mg/L以下

　　地下水環境基準 0.8mg/L以下

　　水質環境基準（健康項目） 0.8mg/L以下

土壌汚染対策法の基準（第二種特定有害物質）

　　土壌溶出量基準 0.8mg/L以下

　　土壌含有量基準 4,000mg/kg以下

　　地下水基準 0.8mg/L以下

　　第二溶出量基準 24mg/L以下

その他の法令の基準

　　水道法：水質基準値 0.8mg/L以下

　　労働安全衛生法：管理濃度 0.5ppm（ふっ化水素として）
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物質名 
No.21 ほう素及びその化合物 CAS

番号

ほう素：7440-42-8
ほう酸：10043-35-3
ほう酸ナトリウム：1330-43-4
四ほう酸ナトリウム：1330-43-4
三フッ化ほう素：7637-07-2
ペンタボラン：19624-22-7
デカボラン：17702-41-9
ジボラン：19239-45-7

用　途

　ほう素化合物には、ほう酸、ほう酸ナトリウム（ほう砂）、三フッ化ほう素、ペンタボラ
ン、デカボラン、ジボランなどの数多くの化合物があります。さらに、ほう酸ナトリウムに
は、四ほう酸二ナトリウム、過ほう酸ナトリウムなどのさまざまな物質があります。PRTR
制度ではこれらをまとめて、ほう素を質量で1％以上含んだ化合物を対象物質としています。
　ほう酸化合物の用途で、最終製品として最も多いのがガラス繊維で、ついでホウケイ酸ガ
ラスです。ガラス繊維の長繊維のものは、FRP（繊維強化プラスチック）などになり、短繊
維のものは、グラスウールとして断熱材や吸音材に使用されています。ホウケイ酸ガラスは
熱衝撃に強く、一般にはパイレックスや硬質ガラスと呼ばれています。
・�ほう酸：常温で無色透明または白色の固体で、ほう素化合物は、そのほとんどがほう酸を
出発原料としています。ほう素化合物の原料に使われるほか、ガラス・ほうろう材料、
ニッケルメッキ添加剤、医薬品や防虫剤などに用いられています。身近なところでは、ゴ
キブリ駆除用のほう酸団子に使われています。

・�ほう酸ナトリウム：常温で白色の固体です。耐熱ガラスやガラス繊維の原料などに使われ
たり、身近な用途では洗濯用漂白剤の原料のほか、子どもの遊び道具や理科教材としてつ
くられるスライムにも使われています。

・三フッ化ほう素：常温で無色の気体です。工業用触媒や半導体製造などに使われています。
・ペンタボラン：常温で無色透明の液体です。火薬や爆薬として使われます。
・デカボラン：常温で無色透明から白色の固体です。工業用触媒や燃料として使われています。
・�ジボラン：常温で無色透明の液体です。半導体製造に使われたり、工業用触媒や還元剤、
ロケット推進薬に使われています。

　なお、ほう酸やほう酸ナトリウムは古くから防腐薬、消毒薬として用いられてきました
が、やけどや傷ついた皮膚、粘膜から吸収されたときの毒性が指摘され、現在では、目の洗
浄・消毒に限定して使用されています。

環境中での
動き

　環境中へ排出されたほう素化合物は、大気中ではほう酸塩、酸化物、水素化物などとして
粒子状物質の形で存在するとされています。ほう素を含んだ粒子は、降雨などや重力によっ
て地表に降下し、大気中のほう素は通常、数日で半分の濃度になるとされています。水中で
は、ほう素化合物は、ほう酸またはほう酸塩イオンの形で存在します。ほう素化合物は水底
の泥や土壌中に吸着され、pHが7.5～9.0付近において最も吸着力が強いとされています。
　なお、ほう素は地殻の表層部には重量比で0.01％程度存在し、クラーク数で41番目に多
い元素です。ほう素は、人間活動に伴う排出のほかに、岩石の風化、海水からのほう酸の蒸
発、火山活動などによって環境中に放出されます。

健康影響情報

毒性　化合物の種類によって毒性は異なりますが、一般にはほう素として基準値や指針値が決められて
います。妊娠しているラットにほう酸を20日間、餌に混ぜて与えた実験では、母動物に腎臓重量の増
加、胎子に体重増加抑制と肋骨の異常が認められ、この実験結果から求められる口から取り込んだ場合
のNOAEL（無毒性量）は、体重1kg当たり1日9.6mg（ほう素換算）でした。この結果から、ほう素の
TDI（耐容一日摂取量）は体重1kg当たり1日0.096mgと算出され、これに基づいて水道水質基準や水質
環境基準が設定されています。
　また、日本産業衛生学会は、三フッ化ほう素とジボランについて作業環境許容濃度を設定していま
す。三フッ化ほう素は下部気道への刺激及び肺炎、ジボランは皮膚や眼、呼吸器系や神経系への有害性
が報告されています。
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　なお、日本産業衛生学会の作業環境許容濃度は設定されていませんが、米国産業衛生専門家会議
（ACGIH）は1日8時間、週40時間の繰り返し労働における作業者の許容濃度を、中枢神経のけいれんに
基づいて、ペンタボランについては0.011mg/㎥、デカボランについては0.221mg/㎥と勧告している
ほか、ほう酸化合物の許容濃度を2mg/㎥と勧告しています。

体内への吸収と排出　人がほう素化合物を体内に取り込む可能性があるのは、飲み水や食物などによる
と考えられます。体内に取り込まれた場合の動きについては、ほう素、ほう酸、五ほう酸塩や酸化ほう
素を用いて調べられています。動物実験によると、口から取り込まれたほう素やほう酸は速やかに吸収
され、吸収されたほう酸の一部は骨に蓄積する傾向があります。ほう酸は、4.7～21時間で血液の中か
ら半分の濃度になると算出されており、大半は数日以内に尿に含まれて排せつされたと報告されていま
す。呼吸から取り込んだ場合も、尿に含まれて排せつされますが、人の皮膚にほう酸の軟膏を塗った実
験では、傷がある皮膚に塗った場合を除き、皮膚からはほう酸はほとんど吸収されなかったとされてい
ます。

影響　環境省の「化学物質の環境リスク初期評価」では、ミジンコの繁殖阻害を根拠として、水生生物に
対するほう酸によるPNEC（予測無影響濃度）を0.06mg/L（ほう素換算）、ミジンコの遊泳阻害を根拠
として、過ほう酸ナトリウムのPNECを0.00092mg/L（ほう素換算）としています。これまでの測定
では、これらのPNECを超える濃度のほう素が河川から検出されており、環境省ではほう素及びその化
合物を詳細な評価を行う候補としています。なお、海域については、ほう素の濃度は河川より高く、海
生生物に対する毒性試験も不十分であるため、当面、生態リスク評価は行わないとしています。
　なお、（独）製品評価技術基盤機構及び（財）化学物質評価研究機構の「化学物質の初期リスク評価書」
では、ほう酸による魚類の死亡を指標として、河川水中濃度の実測値を用いて水生生物に対する影響に
ついて評価を行っており、環境中の水生生物へ悪影響を及ぼすことが示唆されるとして、ほう素及びそ
の化合物を詳細な調査や評価などを行う必要がある候補物質であるとしています。

化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法） －

PRTR対象物質 政令番号：1-405（ほう素及びその化合物）（旧政令番号：1-304）（ほう素化合物）

比　重 － 水溶解度 －

環境基準（ほう素）

　　土壌環境基準 1mg/L以下

　　地下水環境基準 1mg/L以下

　　水質環境基準（健康項目） 1mg/L以下

土壌汚染対策法の基準（第二種特定有害物質）

　　土壌溶出量基準 1mg/L以下

　　土壌含有量基準 4,000mg/kg

　　地下水基準 1mg/L以下

　　第二溶出量基準 30mg/L以下

その他の法令の基準

　　水道法：水質基準値 1mg/L以下（ほう素として）

　　労働安全衛生法：管理濃度 －
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物質名 
No.22

シマジン 
（別名　�2-クロロ-4,6-ビス（エチルアミノ）-1,3,5-トリアジン、�

CAT、アクアジン）

CAS
番号 122-34-9

用　途

　2-クロロ-4,6-ビス（エチルアミノ）-1,3,5-トリアジン（以下「シマジン」と表記します）は、
水に溶けにくく、常温で白色の固体で、除草に使われる農薬の有効成分（原体）です。通常、
水溶剤や粒剤に製剤化されています。
　シマジンは、雑草の根から吸収され、葉緑体の光合成を阻害して雑草を枯らします。すぐ
に効果は現れませんが、その持続期間は長いとされています。幅広い雑草に効果があり、野
菜や果樹などの畑やゴルフ場の芝地のほか、公園などでも除草剤として使われています。

環境中での
動き

　土壌へ排出されたシマジンはあまり移動しませんが、水はけのよい土壌では河川や地下水
に移動する可能性がないとはいえません。また、揮発性は低いとされています。土壌の成分
の違いなどによって分解する速度が異なりますが、半分の濃度になる期間は28～149日と報
告されています。水中では加水分解されにくく、半分の濃度になる期間は平均で30日とされ
ています。

健康影響情報

毒性　ラットに104週間、シマジンを餌に混ぜて与えた実験では、体重増加の抑制、血液学的変化が認め
られ、この実験結果から求められる口から取り込んだ場合のNOAEL（無毒性量）は、体重1kg当たり1
日0.52mgでした。
　わが国では、農薬取締法による登録時の評価で、シマジンのADI（一日許容摂取量）を体重1kg当た
り1日0.0013mgと算出しており、これに基づいて水道水質管理目標値や水質環境基準が設定されていま
す。

体内への吸収と排出　人がシマジンを体内に取り込む可能性があるのは、食物や飲み水によると考えられ
ます。体内に取り込まれた場合は、ラットの実験によると、代謝物に変化し、尿に含まれて排せつされ
たと報告されています。

影響　厚生労働省が行っている「食品中の残留農薬の一日摂取量調査結果」によると、シマジンの平均
1日摂取量は0.00179mgと推計されています。これは体重50kg換算のADIの2.75％に相当します。ま
た、水道水や河川からは水道水質管理目標値を超える濃度のシマジンは検出されておらず、食物や飲み
水を通じて口から取り込むことによる人の健康への影響は小さいと考えられます。
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化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法） －

PRTR対象物質 政令番号：1-113（旧政令番号：1-90）

比　重 2.2×10-8mmHg（25℃） 水溶解度 0.15%

環境基準

　　土壌環境基準 0.003mg/L以下

　　地下水環境基準 0.003mg/L以下

　　水質環境基準（健康項目） 0.003mg/L以下

土壌汚染対策法の基準（第三種特定有害物質）

　　土壌溶出量基準 0.003mg/L以下

　　土壌含有量基準 －

　　地下水基準 0.003mg/L以下

　　第二溶出量基準 0.03mg/L以下

その他の法令の基準

　　水道法：水質基準値 0.003mg/L以下（農薬類；シマジン）

　　労働安全衛生法：管理濃度 －
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物質名 
No.23

チオベンカルブ 
（別名　�N,N-ジエチルチオカルバミン酸S-4-クロロベンジル、�

ベンチオカーブ、ベンチオカルブ）

CAS
番号 28249-77-6

用　途

　N,N-ジエチルチオカルバミン酸S-4-クロロベンジル（以下「チオベンカルブ」と表記しま
す）は、常温で無色透明の液体で、揮発性物質です。除草剤として使われる農薬の有効成分
（原体）です。希釈剤や補助剤などと混ぜて、乳剤、粒剤などのさまざまな形に製剤化されて
います。主に水田の田植え時の前後から2週間後に、ノビエ、マツバイなどの雑草を防除する
ために用いられるほか、ムギやダイズなどが栽培される畑にも用いられています。
　チオベンカルブは、雑草の生育に必要なタンパク質合成などを阻害して、芽が伸びないよ
うにしますが、イネには影響を与えません。これは、取り込まれたチオベンカルブの代謝速
度が、イネよりも雑草のほうが遅く、雑草の中にチオベンカルブが残るため、除草効果が現
れると考えられています。

環境中での
動き

　土壌へ排出されたチオベンカルブは、土壌に吸着して容易には水中へは移動せず、主に微
生物分解されると考えられます。また、土壌の表面では日光によって分解される可能性もあ
ります。試験によると、土壌中では、水が張られた条件下では約100日、畑地条件下では約
45日で半分の濃度になると推定されています。
　水田で使われた場合は、水田の表層水から川や湖への流出率は2％であると報告されていま
す。水中に入った場合は、加水分解されにくく、主に微生物分解されると考えられますが、
実際の河川では光によっても分解されることがあります。

健康影響情報

毒性　チオベンカルブは、マウスの細胞を使った染色体の異常を調べる試験で陽性を示したと報告され
ています。動物試験によると、チオベンカルブを取り込むことによる影響は、主に肝臓と腎臓に認めら
れ、発がん性や催奇形性は認められませんでした。ラットにチオベンカルブを2年間、餌に混ぜて与え
た実験では、体重増加の抑制や血中尿素窒素（腎機能の指標）の増加などが認められ、この実験結果か
ら求められる口から取り込んだ場合のNOAEL（無毒性量）は体重1kg当たり1日0.9mgでした。
　この実験結果から、2007年に食品安全委員会は、チオベンカルブのADI（一日許容摂取量）を体重
1kg当たり1日0.009mgと再評価しました。これは従来のADIと同じ値です。水道水質管理目標値や水
質環境基準は、このADIに基づいて算出されています。なお、2010年に食品安全委員会は評価書第2版
を公表しましたが、ADIに変更はありません。

体内への吸収と排出　人がチオベンカルブを体内に取り込む可能性があるのは、食物や飲み水によると考
えられます。体内に取り込まれた場合は、ラットによる実験では、代謝物に変化し、96時間後にはほと
んどが主に尿に含まれて排せつされたと報告されています。

影響　厚生労働省が行っている「食品中の残留農薬の一日摂取量調査結果」によると、チオベンカルブの
平均1日摂取量は0.00334～0.02246mgと推計されています。これは、体重50kg換算のADIの0.74～
4.99％に相当します。また、水道水や河川などからは水道水質管理目標値や水質環境基準を超えるチオ
ベンカルブは検出されておらず、食物や飲み水を通じて口から取り込むことによる人の健康への影響は
小さいと考えられます。
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資 料 編（B）　土壌汚染対策法の特定有害物質の用途・環境基準等の情報

化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法） －

PRTR対象物質 政令番号：1-147（旧政令番号：1-110）

比　重 1.145-1.180（20℃） 水溶解度 Ca.30mg/L（20℃）

環境基準

　　土壌環境基準 0.02mg/L以下

　　地下水環境基準 0.02mg/L以下

　　水質環境基準（健康項目） 0.02mg/L以下

土壌汚染対策法の基準（第三種特定有害物質）

　　土壌溶出量基準 0.02mg/L以下

　　土壌含有量基準 －

　　地下水基準 0.02mg/L以下

　　第二溶出量基準 0.2mg/L以下

その他の法令の基準

　　水道法：水質管理目標値 0.02mg/L以下（農薬類；チオベンカルブ）

　　労働安全衛生法：管理濃度 －
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物質名 
No.24

チウラム 
（別名　�テトラメチルチウラムジスルフィド、チラム、�

ビス（ジメチルカルバミル）ジスルフィド、�
ＴＭＴＤ）

CAS
番号 137-26-8

用　途

　テトラメチルチウラムジスルフィド（以下「チウラム」と表記します）は、常温で白色ま
たは薄い紅色の固体です。殺菌剤の有効成分（原体）として使われるほか、ゴムの加硫促進
剤としても使われています。
　チウラムは、菌のSH酵素や金属酵素の活性を阻害して殺菌効果を発揮すると考えられてい
ます。開発当初は、穀類、野菜類、花き類の種子消毒剤として使われましたが、現在は、マ
メ類の立枯病、リンゴの黒星病、黒点病、ジャガイモの黒痣病や、ゴルフ場などの芝生の葉
枯病の病害防除にも使われています。また、ネズミやウサギに対する忌避剤としても使われ
ています。チウラム単独で、またはジラムなどの他の 農薬と混合して、水和剤や粉剤に製剤
化されています。また、家庭で用いられるネズミ忌避剤にも、チウラムを含むものがありま
す。
　チウラムは、天然ゴムや合成ゴムの加硫促進剤としても使われています。加硫とは、原料
ゴムに高い弾力性を与えるために、硫黄によって分子間の結合を強化させることですが、加
硫は長い時間を要するため、加硫促進剤が添加されます。チウラムが用いられたゴムは、タ
イヤ、履物や電線などに使われています。

環境中での
動き

　土壌へ排出されたチウラムは、有機物に富む土壌では微生物分解され、酸性土壌では加水
分解によって失われていきます。大気中へは揮発しません。また、土壌中の粒子に吸着しや
すいため、地下水は汚染しないと考えられます。土壌中では15日間で半分の濃度になると
報告されています。水中に入った場合、光分解や加水分解によって分解されると考えられま
す。また、水中の粒子や水底の泥に吸着する可能性もあります。大気中では化学反応によっ
て分解され、約1時間で半分の濃度になると計算されています。

健康影響情報

毒性　チウラムは、マウスの生殖細胞を使った染色体異常試験で陽性を示したと報告されています。
発がん性については、ラットの実験では腫瘍の発生率の増加はみられていません。国際がん研究機関
（IARC）は、チウラムをグループ3（人に対する発がん性については分類できない）に分類しています。
　雌雄のイヌにチウラムを1年間、餌に混ぜて与えた実験では、肝臓重量の増加、赤血球数の減少など
が認められ、この実験結果から求められる口から取り込んだ場合のNOAEL（無毒性量）は、体重1kg当
たり雄で1日0.84mg、雌で1日2.5mgでした。また、雌雄のラットにチウラムを2年間、餌に混ぜて与
えた実験では、貧血などが認められ、この実験結果から求められる口から取り込んだ場合のNOAEL（無
毒性量）は、体重1kg当たり雄で1日1.2mg、雌で1日1.4mgでした。
　これらの実験結果から、国連食糧農業機関（FAO）と世界保健機関（WHO）の合同残留農薬専門家
会議（JMPR）は、チウラムのADI（一日許容摂取量）を体重1kg当たり1日0.01mgとしています。
　わが国では、ADIを体重1kg当たり1日0.0084mgとして、これに基づいて水道水質管理目標値（0.02�
mg/L以下）が設定されています。また、ゴルフ場の農薬使用が社会問題化したことをきっかけに、
1990年に「ゴルフ場で使用される農薬による水質汚濁の防止に係る暫定指導指針」が示されましたが、
その後、河川や地下水から広範囲で高い濃度のチウラムが検出されたことから、1993年に水質環境基準
（0.006mg/L以下）が定められています。

体内への吸収と排出　人がチウラムを体内に取り込む可能性があるのは、食物や飲み水によると考えられ
ます。体内に取り込まれた場合は、ラットの実験によると、代謝物に変化し、主に尿に含まれて排せつ
されるほか、ふんや呼気に含まれて排せつされたと報告されています。

影響　食物からのチウラムの摂取量に関する情報は現在のところ得られていませんが、農林水産省が実施
した国内産農産物における残留状況調査では、チウラムは検出されていません。水道水、河川や地下水
からは、水道水質管理目標値や水質環境基準を超える濃度のチウラムは検出されておらず、飲み水を通
じて口から取り込むことによる人の健康への影響は小さいと考えられます。
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資 料 編（B）　土壌汚染対策法の特定有害物質の用途・環境基準等の情報

化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法） －

PRTR対象物質 政令番号：1-268（旧政令番号：1-204）

比　重 1.29（20℃） 水溶解度 30mg/L 

環境基準

　　土壌環境基準 0.006mg/L以下

　　地下水環境基準 0.006mg/L以下

　　水質環境基準（健康項目） 0.006mg/L以下

土壌汚染対策法の基準（第三種特定有害物質）

　　土壌溶出量基準 0.006mg/L以下

　　土壌含有量基準 －

　　地下水基準 0.006mg/L以下

　　第二溶出量基準 0.06mg/L以下

その他の法令の基準

　　水道法：水質管理目標値 0.02mg/L以下（農薬類；チウラム）

　　労働安全衛生法：管理濃度 －
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物質名 
No.25 ポリ塩化ビフェニル（PCB） CAS

番号

主な異性体のCAS
1336-36-3
11097-69-1
27323-18-8

用　途

　ポリ塩化ビフェニル（PCB）とは、正式にはポリクロロビフェニル誘導体の総称で、ビフェ
ニル分子の水素原子を1～10個の塩素で置換したものです。置換している塩素の数や位置に
よって200以上の異性体が存在し、物理的性状も無色液体から樹脂状個体まで多様です。化
学的に安定（酸・アルカリに冒されず、不燃性で加熱・冷却しても性質が変わらない）で、
電気絶縁性に優れています。
　主な用途は絶縁体、熱媒体、可塑剤、感圧紙などで、トランスやコンデンサに多く使われ
てきました。通常の焼却や微生物処理などによる分解は困難です。ポリ塩化ビフェニル廃棄
物の保管、処分等については、「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別
措置法」が別に定められています。

環境中での
動き

　土壌中では移動性は小さく、汚染拡散の程度は低いと考えられますが、化学的に安定で生
分解性も低いため、長期間環境中に残留するとされています。

健康影響情報

毒性　短期的なばく露影響としては、眼を刺激することがあります。反復または長期にわたる皮膚との接
触により、皮膚炎、塩素座そうを起こすことがあります。また、長期的な摂取により、脂肪に蓄積し、
皮膚障害、肝障害、浮腫、視力低下、手足のしびれなどを起こすことがあります。

体内への吸収と排出　
　－

影響　
　－
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資 料 編（B）　土壌汚染対策法の特定有害物質の用途・環境基準等の情報

化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法） 第一種特定化学物質

PRTR対象物質 政令番号：1-406（旧政令番号：1-306）

比　重 1.44（30℃）：1336-36-3 水溶解度 0.7mg/L（25℃）：
1336-36-3

環境基準

　　土壌環境基準 検出されないこと

　　地下水環境基準 検出されないこと

　　水質環境基準（健康項目） 検出されないこと

土壌汚染対策法の基準（第三特定有害物質）

　　土壌溶出量基準 検出されないこと

　　土壌含有量基準 －

　　地下水基準 検出されないこと

　　第二溶出量基準 0.003mg/L以下

その他の法令の基準

　　水道法：水質基準値 －

　　労働安全衛生法：管理濃度 0.01mg/㎡
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物質名 
No.26

有機りん化合物 
（別名　�パラチオン、メチルパラチオン、�

メチルジメトン）

CAS
番号

パラチオン：56-38-2
メチルパラチオン：298-00-0
メチルジメトン：8022-00-2

用　途

　有機りん化合物は、パラチオン、メチルパラチオン、メチルジメトン、EPNの4物質を指
します。主に農薬(殺虫剤)として使用されています。パラチオン、メチルパラチオン、メチ
ルジメトンは、毒物及び劇物取締法の特定物質に指定され、現在、製造、販売が禁止されて
います。EPNのみ製造が許可されています。（EPNについては、P166を参照）
・�パラチオン（ジエチルパラニトロフェニルチオホスフェイト）：エチルパラチオンともいい
ます。DDT、BHCに次いで登場した強力な殺虫剤でしたが、急性毒性も強いために人の中
毒事故が発生し、農薬としての使用が禁止されました。日本での農薬登録期間は1952年1
月～1972年3月です。毒物及び劇物取締法（1950）の毒物及び特定毒物に指定されています。

・�メチルパラチオン（ジメチルパラニトロフェニルチオフォスフェイト）：有機リン系殺虫剤
のひとつで、強力な殺虫剤でしたが、強い急性毒性をもつとして、農薬として現在使用が
禁止されました。日本での農薬登録期間は1952年1月～1971年8月です。毒物及び劇物取
締法（1950）の毒物及び特定毒物に指定されています。

・�メチルジメトン（ジメチルエチルメルカプタンエチルチオホスフェイト）：無色～淡黄色の
油状の液体です。（安全衛生情報センター　製品安全データシートより）現在、製造、販売
が禁止されています。日本での農薬登録期間は1956年6月～1974年5月です。（（独）農薬検
査所）毒物及び劇物取締法（1950）の毒物及び特定毒物に指定されています。

　平成3年7月8日の中央公害対策審議会の答申 ｢土壌の汚染に係わる環境基準の設定につい
て｣ で有機りん化合物については、“溶出液中に検出されないこと”とされました。平成6年3
月3日付けの環境庁水質保全局長通知 ｢土壌の汚染に係わる環境基準についての一部改正につ
いて｣ では、水質環境基準から有機りん化合物が削除されましたが、その製造及び使用の状
況を考慮するといまだ土壌汚染の可能性があるため、土壌汚染に起因した水質汚濁を未然に
防止する観点から、土壌環境基準からは削除されませんでした。

環境中での
動き

　有機りん化合物は、水に溶け難く、汚染の広がりは比較的小さいと考えられます。土壌中
での分解が早く、長期間高濃度に汚染されることも少ないと考えられています。

健康影響情報

毒性　短期ばく露より、神経系への影響、痙攣、呼吸機能不全、意識喪失などのおそれがあります。長期
または反復ばく露により、神経系への影響、催奇性などの可能性があります。

体内への吸収と排出　
　－

影響　
　－
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資 料 編（B）　土壌汚染対策法の特定有害物質の用途・環境基準等の情報

化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法） －

PRTR対象物質 －

比　重 － 水溶解度 －

環境基準（有機りん）

　　土壌環境基準 検出されないこと

　　地下水環境基準 －

　　水質環境基準（健康項目） －

土壌汚染対策法の基準（第三種特定有害物質）

　　土壌溶出量基準 検出されないこと

　　土壌含有量基準 －

　　地下水基準 検出されないこと

　　第二溶出量基準 1mg/L

その他の法令の基準

　　水道法：水質基準値 －

　　労働安全衛生法：管理濃度 －
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物質名 
No.26

有機りん化合物 
（EPN：�o-エチル=o-4-ニトロフェニル=フェニルホス

ホノチオアート）

CAS
番号 2104-64-5

用　途

　O-エチル=O-4-ニトロフェニル=フェニルホスホノチオアート（以下「EPN」と表記します）
は、水には溶けにくい淡褐色の液体で、常温では一部結晶化します。有機りん系殺虫剤の有
効成分（原体）で、通常、乳剤、粉剤の剤形に製剤化されています。
　EPNは、1950年代の初期から、イネのウンカ類、ニカメイチュウ、野菜のアブラムシ類、
アザミウマ類、ハダニ類などに対して使われています。

環境中での
動き

　土壌へ排出されたEPNは土壌粒子に速やかに吸着されます。土壌中では、加水分解と酸化
によって分解されます。土壌の成分の違いなどによって速度が異なりますが、実際の農地を
使った実験では2週間あるいは1ヵ月で半分の濃度になったと報告されています。水中では微
生物分解は受けにくいとされ、粒子などや水底の泥に吸着されると考えられています。大気
中では化学反応によって分解され、5時間で半分の濃度になると計算されています。

健康影響情報

毒性　EPNは、コリンエステラーゼ（生体内に存在する酵素の一種）の活性を阻害して神経系に影響を与
えるといった症状を起こすことがあります。また、ラットにEPNを104週間、餌に混ぜて与えた実験で
は、赤血球コリンエステラーゼの活性阻害が認められ、この実験結果から求められる口から取り込んだ
場合のNOAEL（無毒性量）は、体重1kg当たり1日0.14mgでした。
　この実験結果から、2008年に食品安全委員会は、EPNのADI（一日許容摂取量）を体重1kg当たり1
日0.0014mgと再評価しました。これに基づいて、2009年4月から水道水質管理目標値が変更されまし
た。なお、水質要監視項目の指針値は、再評価前のADI（体重1kg当たり1日0.0023mg）に基づいて設
定されています。
　なお、労働安全衛生法による管理濃度、日本産業衛生学会による作業環境許容濃度は設定されていま
せんが、米国産業衛生専門家会議（ACGIH）は、1日8時間、週40時間の繰り返し労働における作業者
の許容濃度を0.1mg/㎥と勧告しています。

体内への吸収と排出　人がEPNを体内に取り込む可能性があるのは、食物や飲み水によると考えられま
す。体内に取り込まれた場合は、ラットの実験によると、代謝物に変化し、6日以内に、50％が尿に含
まれて、37％がふんに含まれて排せつされたと報告されています。

影響　食品を通じたEPNの理論最大摂取量は、1日0.034mgと算出されています。これは体重50kg換算
のADI（体重1kg当たり1日0.0014mg）の48.6％に相当します。また、水道水からは水道水質管理目標
値を超える濃度のEPNは検出されておらず、食物や飲み水を通じて口から取り込むことによる人の健康
への影響は小さいと考えられます。
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化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法） －

PRTR対象物質 政令番号：1-48（旧政令番号：1-37）（EPN）

比　重 1.268 水溶解度 3.113mg/L（20-22℃）

環境基準（有機りん）

　　土壌環境基準 検出されないこと

　　地下水環境基準 －

　　水質環境基準（健康項目） －

土壌汚染対策法の基準（第三種特定有害物質）

　　土壌溶出量基準 検出されないこと

　　土壌含有量基準 －

　　地下水基準 検出されないこと

　　第二溶出量基準 1mg/L 以下

その他の法令の基準

　　水道法：水質管理目標値 0.004mg/L以下（農薬類；EPN）

　　労働安全衛生法：管理濃度 －


